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石川の地場産品を展示販売するチャンスは
ないでしょうか。

3 小松商工会議所［2015.5］

悩みを抱えたままにしていませんか？

経営相談

記帳・税務相談

金融（融資）相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。
相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　10月7日（水）、21日（水）
予約　☎076-221-6141

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 10月1日、8日、15日、22日、29日
　　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁護
士会）にてご予約ください。

・会社の経理や税務についてわか
らないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　10月7日（水）、11月11日（水）
　　　10：00～16：00

専門家　南一栄税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

「石川の地場産品展（第2回）～加賀・能登・金沢 魅力、再発見～」に出展
してはいかがでしょう。

石川県地場産業振興センター1Fのじばさんギャラリーでは、石川県の各商工会議所および各商工会
と連携し、地域の特産品を集めた展示販売イベント「石川の地場産品展」を開催するため、同展示会に
出品される、事業者を募集しています。　　　　詳しくは
★申し込み締切　平成27年10月9日（月）
★会期：平成27年10月29日（木）～11月14日（土）
★会場：石川県地場産業振興センター本1F「じばさんギャラリー」
★主催：公益財団法人石川県産業創出支援機構
★共催：石川県商工会議所連合会、石川県商工会連合会

今月の利率
（平成27年9月20日現在）

平成27年度（8月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 10　件

6,520万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.25％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 1　件

500万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 12　件

3,610万円

1　件
200万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

3　件

11,700万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

7　件

10,800万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

10　件

13,690万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

中小企業
相談
コーナー Q．
A．

金 融 情 報

経営相談窓口
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検　索石川県の地場産品展
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所
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所
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５
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。
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の
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㈱平和堂アル・プラザ小松
店長　 野村　典弘氏

石川トヨタ自動車㈱小松店
店長　 小野外世次氏



LOBO調査
景況天気予報

調査期間：2015年8月17日～21日
調査対象：全国の422商工会議所が2,,976企業
　　　　　にヒアリング
「LOBO調査とは」・・全国の商工会議所の FAXとコンピュー
タで結んだ早期景気観測調査

とくに好調
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＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表
す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値
の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味す
る。
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）

8 月の全産業合計の
業況DI 値

7月厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国
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お知らせinformation ISICO
石川県産業創出支援機構

5 4小松商工会議所［2015.10］

●10,000円で12,000円のお買いものができます。（プレミアム率20％）
●発行枚数　16,700枚（限定）
●販売対象　小松市民及び小松市への通勤・通学者
●販売方法　郵送による事前申し込み制
　　　　　　（応募多数の場合は抽選となります）
●購入上限　お1人様5枚まで
●有効期間　平成27年12月初旬～平成28年2月末（予定）
※有効期間内であっても、12,000円を使い切った場合はプレミアムは終了となります。
　有効期間を過ぎた場合、プレミアム商品券部分の12,000円はご利用できません。
　有効期間終了後も、電子マネー「WAON」機能をご利用いただけます。

（ICカード型プレミアム商品券発行）

カブッキープレミアム商品券
実行委員会事務局

（小松市役所商工労働課）
〒923-8650
小松市小馬出町91番地

☎0761-24-8074

問い合わせ

Ｈ27年度ネット活用セミナー【成功者に学ぶ販売促進講座】

社員ウェブマスターで成功するためには
知識ゼロの“社員”がネットショップで4億円を売り上げるまで

(公財)石川県産業創出支援機構　産業振興部
産業情報課（お店ばたけ事務局）
☎076-267-1001

E-mail info@omisebatake-isico.com

問い合わせ

「お店ばたけホームページ」からお申し込みください。
http://www.isico.or.jp/omisebatake/semina/h27han1

お申し込み

講師：株式会社 ダンボール・ワン〈石川県〉

　　　取締役　辻　俊宏 氏　http://www.notosiki.co.jp/
「社員」という立場でネットショップを成功させた辻氏に、ショップを軌道に乗せ
るまでの取組みや、その中での苦労と解決方法などをお話ししていただきます。
＜プロフィール＞
1983年生まれ。
2002年（19歳） 短大在学中に有限会社ＳＳＣを設立。
 代表取締役に就任。
2005年（22歳） 会社を清算（解散）、能登紙器株式会社　
 （現株式会社ダンボール・ワン）に入社。
2011年（28歳） 同社執行役員に就任。
2013年（30歳） 同社取締役に就任。
2015年（32歳） 同社専務取締役に就任予定（12月～）。

2005年に営業職として入社し、営業をしながら
ホームページも担当。最初から専門業者に制作
を任せず、自ら基礎的な知識と最低限の技術を
身につけ、入社当時の会社ホームページを独学
でネットショップ化した。辻氏が立ち上げたネット
ショップの売上は初年度30万円からスタートし、
現在は年間４億円以上、全体売上の7割を占める
までに成長。現在は通販事業を海外にも展開中。

■日時：平 成 2 7 年 1 0 月 8 日（ 木 ）1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0
■場所：石川県地場産業振興センター本館３階　第４研修室（金沢市鞍月2-1）
 ■定員：50名　　■受講料：無料　　■主催：（公財）石川県産業創出支援機構

つじ　　としひろ

ご期待ください！
みなさまのご参加をお待ちしております。

株式会社 ドモドモコーポレーション
　代表取締役  遠 田 幹 雄氏
　　　との対談もございます。

加賀の國
×

リアル宝探し
―霊峰白山1300年の秘宝!?の巻―

加賀地域連携推進会議事務局
（小松市観光交流課）
☎0761-24-8076

問い合わせ先問い合わせ先

加賀の國に隠された３つの宝を探せ―
観光案内所などで配布する宝の地図を入手し、
情報屋等から手がかりを見つけて宝箱を探し出そう！
発見したら参加賞がもらえるほか（先着順）、発見した
宝箱の数に応じて、素敵なプレゼントがあたる抽選に
応募できます。

カロカロ探検隊カロカロ探検隊

9月19日（土）～11月30日（月）【探検場所】 加賀地域

労働保険制度に関する相談会
　労働者を一人でも雇っている事業主は労働保険（労災・
雇用）に加入しなければなりません。
　労働保険の加入は事業主の法律上の義務です。
　労働保険に関する相談会を次の通り開催いたします。
お気軽にご利用ください。

お問い合わせ先
一般社団法人　全国労働保険事務組合連合会石川支部
金沢市西念3-3-5　石川県勤労者福祉文化会館7階

☎ 076-265-4225

日　時　10月20日（火）・12月15日（火）
時間はいずれも
13時30分～15時30分

会　場　小松商工会議所 103号室
小松市園町二1  ☎0761-21-3121

新たに起業を考えている方へ新たに起業を考えている方へ
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●10,000円で12,000円のお買いものができます。（プレミアム率20％）
●発行枚数　16,700枚（限定）
●販売対象　小松市民及び小松市への通勤・通学者
●販売方法　郵送による事前申し込み制
　　　　　　（応募多数の場合は抽選となります）
●購入上限　お1人様5枚まで
●有効期間　平成27年12月初旬～平成28年2月末（予定）
※有効期間内であっても、12,000円を使い切った場合はプレミアムは終了となります。
　有効期間を過ぎた場合、プレミアム商品券部分の12,000円はご利用できません。
　有効期間終了後も、電子マネー「WAON」機能をご利用いただけます。

（ICカード型プレミアム商品券発行）
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社員ウェブマスターで成功するためには
知識ゼロの“社員”がネットショップで4億円を売り上げるまで

(公財)石川県産業創出支援機構　産業振興部
産業情報課（お店ばたけ事務局）
☎076-267-1001

E-mail info@omisebatake-isico.com

問い合わせ

「お店ばたけホームページ」からお申し込みください。
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　　　取締役　辻　俊宏 氏　http://www.notosiki.co.jp/
「社員」という立場でネットショップを成功させた辻氏に、ショップを軌道に乗せ
るまでの取組みや、その中での苦労と解決方法などをお話ししていただきます。
＜プロフィール＞
1983年生まれ。
2002年（19歳） 短大在学中に有限会社ＳＳＣを設立。
 代表取締役に就任。
2005年（22歳） 会社を清算（解散）、能登紙器株式会社　
 （現株式会社ダンボール・ワン）に入社。
2011年（28歳） 同社執行役員に就任。
2013年（30歳） 同社取締役に就任。
2015年（32歳） 同社専務取締役に就任予定（12月～）。

2005年に営業職として入社し、営業をしながら
ホームページも担当。最初から専門業者に制作
を任せず、自ら基礎的な知識と最低限の技術を
身につけ、入社当時の会社ホームページを独学
でネットショップ化した。辻氏が立ち上げたネット
ショップの売上は初年度30万円からスタートし、
現在は年間４億円以上、全体売上の7割を占める
までに成長。現在は通販事業を海外にも展開中。

■日時：平 成 2 7 年 1 0 月 8 日（ 木 ）1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0
■場所：石川県地場産業振興センター本館３階　第４研修室（金沢市鞍月2-1）
 ■定員：50名　　■受講料：無料　　■主催：（公財）石川県産業創出支援機構

つじ　　としひろ

ご期待ください！
みなさまのご参加をお待ちしております。

株式会社 ドモドモコーポレーション
　代表取締役  遠 田 幹 雄氏
　　　との対談もございます。

加賀の國
×

リアル宝探し
―霊峰白山1300年の秘宝!?の巻―

加賀地域連携推進会議事務局
（小松市観光交流課）
☎0761-24-8076

問い合わせ先問い合わせ先

加賀の國に隠された３つの宝を探せ―
観光案内所などで配布する宝の地図を入手し、
情報屋等から手がかりを見つけて宝箱を探し出そう！
発見したら参加賞がもらえるほか（先着順）、発見した
宝箱の数に応じて、素敵なプレゼントがあたる抽選に
応募できます。

カロカロ探検隊カロカロ探検隊

9月19日（土）～11月30日（月）【探検場所】 加賀地域

労働保険制度に関する相談会
　労働者を一人でも雇っている事業主は労働保険（労災・
雇用）に加入しなければなりません。
　労働保険の加入は事業主の法律上の義務です。
　労働保険に関する相談会を次の通り開催いたします。
お気軽にご利用ください。

お問い合わせ先
一般社団法人　全国労働保険事務組合連合会石川支部
金沢市西念3-3-5　石川県勤労者福祉文化会館7階
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時間はいずれも
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お知らせinformation

特典： ①エントリー特典　
小松空港内の店舗での買い物（1,000円以上）が5％OFFなど

 ②リピート特典
10往復の利用毎に5,000円相当の特典（小松空港駐車場1日無料券2枚、小
松空港共通1,000円お買物券、小松空港連絡バス乗車券（⇔金沢駅または⇔
福井駅）、羽田エアポートラウンジ利用券から5セットを選択いただけます。）

申込方法：小松空港ホームページから「参加申込書」をダウンロードいただき、ファックス
またはメールで北陸エアターミナルビル㈱（FAX：0761-23-6124、Mail：
soumu@hatb.jp）までお送りください。

飲
食
業
及
び
宿
泊
業

事
業
者
の
方
へ

詳しくはどんどんまつりリーフレット（広報こまつ10月号に折り込み予定）をご覧ください。

7 6小松商工会議所［2015.10］

小松市
●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺

第40回小松市どんどんまつりは、秋の市民祭典として「歌舞伎市」と同時開催されます。
JR小松駅前道路を歩行者天国として、ステージでは企業・団体等や園児たちの華麗なるパフォーマンスが繰り広げられます。
その他、音楽祭、茶会、グルメ横丁、乗り物体験、キッズランドなど盛りだくさんの内容です!!

市民公園ステージ

ストリートステージ

どんどん音楽祭

茶　会（抹茶席）

グルメ横丁

どんどんマーケット

アジア麺ワールド

ルクセンブルクフェア

手作り行灯コンテスト

車両展示

乗り物体験

ものづくり・理科実験コーナー

キッズランド

子ども自動車整備士体験

小松商業高校「小商フェスティバル」

小松工業高校「マーチング」・
小松商業高校「集団行動」

小松短期大学「蛟竜祭プレイベント」

歌舞伎市ステージ

カブッキーマーケット

どんどん歌舞伎市グルメコーナー

市役所駐車場、小松商工会議所駐車場から無料シャトルバスを運行します。（15～20分間隔）

お問い合わせ
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販
売
会

　
南
加
賀
の
商
工
会
議
所・商
工
会
の
会
員
企
業(

飲
食
業
及
び
宿

泊
業
事
業
者)

並
び
に
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
に
参
加
の
地

域
グ
ル
メ
団
体・加
盟
店
に
対
し
て
、九
谷
焼・山
中
漆
器
の
器
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

１ 

支
援
対
象
商
品

・
南
加
賀
で
新
規
に
生
産
さ
れ
る
九
谷
焼
並
び
に
山
中
漆
器

の
器（
食
器
）。

・
そ
の
他
、九
谷
焼・山
中
漆
器
の
器
で
協
議
会
が
認
め
た
も
の
。

※

対
象
商
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

２ 

助
成
金
の
額

・
購
入
経
費（
消
費
税
含
む
）の
１／
２（
上
限
２
万
円
、１
円
未

満
切
捨
）を
助
成
。

３ 

採
択
件
数

・
35
件
程
度
　※

申
込
み
先
着
順

４ 

募
集
締
切

・
平
成
28
年
３
月
末

※

採
択
数
に
達
し
た
場
合
は
、そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

５ 

そ
の
他
支
援
条
件 

・
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月
末
迄
に
購
入
さ
れ
た
も
の

に
対
し
、期
間
内
１
企
業･

団
体
に
つ
き
１
回
の
支
援
と
す
る
。

６ 

申
込
み
方
法 

・
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、「
九
谷
焼
・
山
中
漆
器

「
器
」
購
入
支
援
申
請
書
」
を
ご
記
入
の
上
、証
拠
書
類
を

添
付
し
協
議
会
事
務
局
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。

■
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局（
小
松
商
工
会
議
所
内
）

〒
923‐8566 

小
松
市
園
町
ニ
１
　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

九
谷
焼・山
中
漆
器

　
　
　「器
」購
入
に
助
成
金
！！

企業・団体の小松・羽田便の利用をサポート!!企業・団体の小松・羽田便の利用をサポート!!企業・団体の小松・羽田便の利用をサポート!!

ビジネス利用
サポートキャンペーンのご案内

　小松・羽田便の積極的な利用を宣言いただいた企業・団体を対象に、ビジネス利用をサポートするキャン
ペーンを実施しています。キャンペーンにエントリーいただいた企業・団体は、小松空港利用時に毎回利用
可能な「エントリー特典」と10往復利用毎に5,000円相当の「リピート特典」が受けられます。

小松
　羽田便
小松
　羽田便

期間：平成27年10月3日（土）～平成28年3月31日（木）

小松空港協議会
（石川県空港企画課内）

☎076-225-1337

問い合わせ先問い合わせ先

九
谷
焼
・
山
中
漆
器

「
器
」購
入
助
成
金
対
象

〈H.27.9月補正予算要求中〉

小松空港 検  索詳細は



お知らせinformation

特典： ①エントリー特典　
小松空港内の店舗での買い物（1,000円以上）が5％OFFなど

 ②リピート特典
10往復の利用毎に5,000円相当の特典（小松空港駐車場1日無料券2枚、小
松空港共通1,000円お買物券、小松空港連絡バス乗車券（⇔金沢駅または⇔
福井駅）、羽田エアポートラウンジ利用券から5セットを選択いただけます。）

申込方法：小松空港ホームページから「参加申込書」をダウンロードいただき、ファックス
またはメールで北陸エアターミナルビル㈱（FAX：0761-23-6124、Mail：
soumu@hatb.jp）までお送りください。

飲
食
業
及
び
宿
泊
業

事
業
者
の
方
へ

詳しくはどんどんまつりリーフレット（広報こまつ10月号に折り込み予定）をご覧ください。

7 6小松商工会議所［2015.10］

小松市
●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺●2015.10.11日 9：00～19：30  ●JR小松駅周辺

第40回小松市どんどんまつりは、秋の市民祭典として「歌舞伎市」と同時開催されます。
JR小松駅前道路を歩行者天国として、ステージでは企業・団体等や園児たちの華麗なるパフォーマンスが繰り広げられます。
その他、音楽祭、茶会、グルメ横丁、乗り物体験、キッズランドなど盛りだくさんの内容です!!

市民公園ステージ

ストリートステージ

どんどん音楽祭

茶　会（抹茶席）

グルメ横丁

どんどんマーケット

アジア麺ワールド

ルクセンブルクフェア

手作り行灯コンテスト

車両展示

乗り物体験

ものづくり・理科実験コーナー

キッズランド

子ども自動車整備士体験

小松商業高校「小商フェスティバル」

小松工業高校「マーチング」・
小松商業高校「集団行動」

小松短期大学「蛟竜祭プレイベント」

歌舞伎市ステージ

カブッキーマーケット

どんどん歌舞伎市グルメコーナー

市役所駐車場、小松商工会議所駐車場から無料シャトルバスを運行します。（15～20分間隔）

お問い合わせ

　「
こ
ま
つ
地
美
絵
」
で
は
、
森
林
に
多
大
な
被

害
を
与
え
る
猪
な
ど
の
有
害
鳥
獣
を「
食
」と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、小
松
ら
し
い「
お
も
て
な
し
」を
提
供
す
る

た
め
に
、
小
松
が
誇
る
九
谷
焼
の
「
器
」
の
利

用
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
九
谷
焼
展
示
販
売
会
で
は
、「
こ
ま
つ
地
美
絵
」

で
開
発
し
た
酒
器
や
「
こ
ま
つ
地
美
絵
」
に
参
加

し
て
い
る
絵
付
作
家
様
の
器
を
展
示
販
売
致
し
ま

す
。
当
日
は
絵
付
作
家
の
方
も
展
示
会
場
で
皆

様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
九
谷
焼
に
ご
興
味
の

あ
る
飲
食
店
の
方
は
是
非
ご
来
所
下
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　
平
成
27
年
10
月
14
日
〜
16
日

　
13
時
〜
16
時

【
開
催
場
所
】

　
小
松
商
工
会
議
所
　
101
号
室

■
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会（
担
当 

嶋
津
）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

魅
力
あ
る
店
や
街
に
な
る

為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
天
気
に
例
え
れ
ば
曇
り
空
が
続
い

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
新
幹
線
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
、
追
い
風
は
吹

い
て
い
る
。
活
か
せ
て
い
る
業
種
や

個
店
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
見
る

と
、
ま
だ
ま
だ
上
向
い
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
生
き
残
り
を
か
け
た
競

争
は
絶
え
ず
続
き
、
色
々
な
事
も
活

用
し
な
が
ら
、
如
何
に
お
客
様
の
満

足
度
を
上
げ
る
為
の
企
業
努
力
を
し

て
い
く
か
が
大
事
に
な
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
飲

食
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
き
出
来
上
が

っ
て
い
る
物
を
売
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど

の
個
人
や
零
細
な
事
業
所
は
減
少
し

続
け
る
と
思
わ
れ
る
。
小
松
市
は
コ

マ
ツ
等
の
一
流
企
業
も
多
く
、
他
市

か
ら
見
れ
ば
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
旧
大
和
小
松
店
の
跡
地
問
題
も
動

き
始
め
、
イ
オ
ン
問
題
も
あ
る
が
、

個
店
と
し
て
も
組
合
と
し
て
も
魅
力

あ
る
店
や
街
に
な
る
為
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
し
い
人
の
流
れ
の
創
出
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
変
わ
ら
ず
低
迷
し
て
い
る
。
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
伴
い
少
し

活
気
づ
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
消

費
者
の
財
布
の
紐
は
固
い
ま
ま
の
よ

う
だ
。

　
一
方
、
飲
食
店
出
店
の
為
の
空
き

店
舗
の
問
い
合
わ
せ
が
い
く
つ
か
続

き
土
地
活
用
の
転
換
の
時
期
な
の
か

と
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
の
経
営
者
の
顔
が
見
え
て
こ
な

い
限
り
明
る
い
将
来
は
見
え
て
こ
な

い
。
ま
た
イ
オ
ン
の
出
店
、
コ
ス
ト

コ
の
開
業
等
マ
イ
ナ
ス
の
環
境
変
化

も
あ
り
厳
し
い
予
想
し
か
で
き
な
い

の
が
現
況
で
あ
る
。
旧
大
和
小
松
店

の
跡
地
活
用
に
関
し
て
は
新
し
い
人

の
流
れ
の
創
出
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
所
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
客
様
に
必
要
と
さ
れ
る

　

商
店
街
を
目
指
す

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
当
商
店
街
は
目
的
来
客
が
多
く
、

顧
客
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で
い
る
店

舗
は
売
り
上
げ
を
確
保
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
が
、
日
常
品
を
扱
う
店
舗

は
少
な
く
週
末
と
も
な
る
と
人
通
り

が
特
に
少
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

　
た
だ
、
夜
と
も
な
る
と
飲
食
店
舗

も
複
数
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
活
況
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
個
店
の
魅
力

向
上
に
取
り
組
み
、
店
舗
間
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
お
客
様
の

シ
ェ
ア
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
店

街
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
よ
う
発

信
し
て
い
き
た
い
。

　
旧
大
和
小
松
店
跡
地
の
建
設
や
新

幹
線
開
業
な
ど
駅
前
に
も
新
た
な
魅

力
が
創
出
さ
れ
る
中
、
今
年
度
中
に

も
飲
食
店
が
開
業
見
込
み
で
空
き
店

舗
は
確
実
に
減
少
傾
向
と
明
る
い
兆

し
も
見
ら
れ
る
が
、
飲
食
店
・
小
売

店
・
住
宅
が
混
在
す
る
商
店
街
を
街

並
み
街
づ
く
り
に
絡
め
ア
ー
ケ
ー
ド

の
問
題
に
も
取
り
組
み
、
お
客
様
に

必
要
と
さ
れ
る
商
店
街
を
目
指
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
気
店
を
一
軒
で
も
多
く
造
り
、

人
の
流
れ
を
作
り
出
す

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
最
近
の
事
で
は
な
い
が
、
金
融
機

関
の
撤
退
に
伴
い
集
客
の
低
下
の
み

な
ら
ず
、
車
の
通
り
も
減
少
ぎ
み
で

あ
る
。

　
又
、
前
述
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

も
、
今
の
と
こ
ろ
情
報
は
な
い
。
駅

の
前
と
い
う
点
か
ら
も
速
や
か
に
利

用
さ
れ
ず
、
駅
か
ら
下
車
し
た
景
観

も
な
ん
と
な
く
寂
し
い
。
ハ
ー
ド
面

の
整
備
と
し
て
は
カ
ラ
ー
舗
装
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
利
用
し
た
街
灯
も
整
備
さ
れ
た

が
、購
買
力
に
繋
が
る
か
ど
う
か
は
、

各
々
店
舗
の
魅
力
次
第
で
あ
り
、
又

そ
れ
が
待
た
れ
る
。

　
総
じ
て
、
現
時
点
で
は
、
横
ば
い

か
ら
若
干
右
肩
下
が
り
と
し
か
言
え

な
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
北

陸
新
幹
線
の
金
沢
〜
福
井
間
前
倒
し

整
備
に
伴
い
、
金
沢
の
賑
わ
い
を
如

何
に
小
松
そ
し
て
、
粟
津
へ
と
呼
び

込
む
か
、
小
松
中
心
部
と
も
連
携
を

図
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て

粟
津
駅
前
〜
温
泉
に
向
け
て
も
同
様

で
あ
る
。

　
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
本
年

末
か
ら
来
年
に
向
け
航
空
便
の
減

便
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
施
行
実
施
に
伴

い
企
業
、
個
人
を
問
わ
ず
、
ど
の
程

度
の
負
担
が
発
生
す
る
の
か
は
見
守

り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
決
し

て
楽
観
は
で
き
な
い
。

　
商
交
会
と
し
て
も
分
母
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賛
助
会
員
と
も
連
携
を

図
り
、
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
個

店
独
自
の
何
か
を
見
出
し
、
人
気
店

を
一
軒
で
も
多
く
造
り
、
人
の
流
れ

を
作
り
出
す
、
そ
の
一
点
に
尽
き
る

で
あ
ろ
う
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

採
算
性
は

非
常
に
厳
し
い
状
況

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
小
松
織
物
業
関
連
の
景
気
動
向
は

消
費
税
ア
ッ
プ
の
反
動
か
ら
主
力
の

イ
ン
テ
リ
ア
カ
ー
テ
ン
の
受
注
が
低

迷
し
て
お
り
、
ま
た
輸
出
に
お
い
て

も
中
東
情
勢
の
不
安
、
中
国
と
の
関

係
悪
化
が
長
引
く
こ
と
に
よ
り
深
刻

な
悪
影
響
が
続
い
て
お
り
、
減
産
、

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

商
品
も
あ
る
。
ま
た
為
替
の
変
動
か

ら
原
材
料
等
の
高
止
ま
り
に
よ
り
採

算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
若

者
人
口
減
少
な
ど
国
内
繊
維
産
業
を

と
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

繊
維
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

大
幅
に
値
上
が
り
し
た
原
材
料
の
繊

維
製
品
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁
は
非

常
に
困
難
で
小
ロ
ッ
ト
、
デ
ザ
イ
ン

で
特
化
し
た
分
野
で
さ
え
も
売
価
、

加
工
費
の
値
上
げ
は
難
し
い
。
さ
ら

に
は
当
産
地
の
け
ん
引
役
を
果
た
し

て
き
た
イ
ン
テ
リ
ア
カ
ー
テ
ン
分
野

の
需
要
が
低
迷
し
て
お
り
厳
し
い
状

態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
見
通
し
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

後
継
者
問
題
等
に
よ
る
企
業

の
将
来
性
が
大
き
な
課
題

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
の
業
種
に
よ
り
依
然
格
差
は

あ
り
、
衣
料
繊
維
全
般
の
内
需
は
相

変
わ
ら
ず
厳
し
い
。

　
輸
出
、
主
用
途
の
シ
ー
ズ
ン
化
及

び
他
用
途
へ
の
量
産
化
に
よ
る
在
庫

減
少
に
よ
り
、
生
産
量
は
一
部
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
受
注
の
減
少

に
よ
り
、
全
般
的
に
生
産
量
は
減
少

し
て
い
て
、
売
上
の
減
少
、
収
益
の

悪
化
に
よ
り
、
業
界
全
体
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
衣

料
繊
維
全
般
の
内
需
不
振
が
続
き
、

か
つ
円
安
効
果
に
よ
る
輸
出
は
堅
調

に
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
企
業
格
差
が
更
に
広
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
原
価
低
減
が
厳
し

く
な
り
、
新
商
品
開
発
及
び
新
用
途

開
拓
に
主
軸
を
置
く
こ
と
を
検
討
す

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
継
者
問
題

等
に
よ
る
企
業
の
将
来
性
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不
透
明
な
が
ら
も

若
干
の
改
善
を
予
想

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
他
の
業
種
に
関
し
て
は
設
備
投
資

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
繊
維

業
界
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

　
受
注
が
堅
調
な
縫
製
業
や
織
布
業

が
改
善
を
示
し
て
い
る
。内
容
は
婦

人
衣
料
や
イ
ン
ナ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
用

品
の
受
注
が
順
調
で
、次
四
半
期（
7

〜
9
月
）も
婦
人
衣
料
や
イ
ン
ナ
ー

に
つ
い
て
順
次
受
注
を
確
保
し
て
い

る
。

　
繊
維
・
雑
品
業
に
つ
い
て
は
、こ
の

四
半
期（
4
〜
6
月
）は
円
安
に
よ
る

原
材
料
の
高
騰
に
よ
り
、先
行
き
の

不
透
明
な
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

原
材
料
と
な
る
糸
を
海
外
か
ら
輸
入

し
て
い
る
業
者
も
多
く
、売
上
原
価

の
増
加
に
よ
る
粗
利
益
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
織

布
業
は
安
定
し
た
受
注
に
よ
り
改
善

を
示
し
、
繊
維
・
雑
品
業
は
不
透
明

な
が
ら
も
若
干
の
改
善
を
予
想
し
て

い
る
。

　
問
題
点
は
、売
上
の
停
滞
・
減
少
、

原
材
料
高
、
輸
入
製
品
と
の
競
争
激

化
で
あ
り
、
重
点
施
策
と
し
て
、
提

携
先
を
見
つ
け
る
・
経
費
を
削
減
す

る
・
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

業
界
の
景
況
は
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
な
っ
て
き
た

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
前
年
同
期

に
比
べ
大
幅
に
仕
事
量
が
減
少
し
た

企
業
が
多
く
な
っ
た
。
建
設
機
械
等

の
部
品
製
造
企
業
で
は
、
排
ガ
ス
規

制
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
や
レ

ン
タ
ル
需
要
が
一
巡
し
て
低
調
で
あ

る
。

　
海
外
向
け
の
部
品
製
造
企
業
で

は
、
中
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
の

需
要
が
依
然
低
迷
し
て
お
り
、
さ
ら

に
業
界
の
生
産
体
制
の
再
編
等
に
よ

り
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
建
材
関
係
の
製
造
企

業
で
は
首
都
圏
を
中
心
に
需
要
の
増

加
が
あ
り
、
業
界
の
景
況
は
バ
ラ
ツ

キ
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
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小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小

規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に

受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題

解
決
に
あ
た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、

商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

魅
力
あ
る
店
や
街
に
な
る

為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
天
気
に
例
え
れ
ば
曇
り
空
が
続
い

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
新
幹
線
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
、
追
い
風
は
吹

い
て
い
る
。
活
か
せ
て
い
る
業
種
や

個
店
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
見
る

と
、
ま
だ
ま
だ
上
向
い
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
生
き
残
り
を
か
け
た
競

争
は
絶
え
ず
続
き
、
色
々
な
事
も
活

用
し
な
が
ら
、
如
何
に
お
客
様
の
満

足
度
を
上
げ
る
為
の
企
業
努
力
を
し

て
い
く
か
が
大
事
に
な
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
飲

食
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
き
出
来
上
が

っ
て
い
る
物
を
売
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど

の
個
人
や
零
細
な
事
業
所
は
減
少
し

続
け
る
と
思
わ
れ
る
。
小
松
市
は
コ

マ
ツ
等
の
一
流
企
業
も
多
く
、
他
市

か
ら
見
れ
ば
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
旧
大
和
小
松
店
の
跡
地
問
題
も
動

き
始
め
、
イ
オ
ン
問
題
も
あ
る
が
、

個
店
と
し
て
も
組
合
と
し
て
も
魅
力

あ
る
店
や
街
に
な
る
為
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
し
い
人
の
流
れ
の
創
出
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
変
わ
ら
ず
低
迷
し
て
い
る
。
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
伴
い
少
し

活
気
づ
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
消

費
者
の
財
布
の
紐
は
固
い
ま
ま
の
よ

う
だ
。

　
一
方
、
飲
食
店
出
店
の
為
の
空
き

店
舗
の
問
い
合
わ
せ
が
い
く
つ
か
続

き
土
地
活
用
の
転
換
の
時
期
な
の
か

と
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
の
経
営
者
の
顔
が
見
え
て
こ
な

い
限
り
明
る
い
将
来
は
見
え
て
こ
な

い
。
ま
た
イ
オ
ン
の
出
店
、
コ
ス
ト

コ
の
開
業
等
マ
イ
ナ
ス
の
環
境
変
化

も
あ
り
厳
し
い
予
想
し
か
で
き
な
い

の
が
現
況
で
あ
る
。
旧
大
和
小
松
店

の
跡
地
活
用
に
関
し
て
は
新
し
い
人

の
流
れ
の
創
出
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
所
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
客
様
に
必
要
と
さ
れ
る

　

商
店
街
を
目
指
す

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
当
商
店
街
は
目
的
来
客
が
多
く
、

顧
客
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で
い
る
店

舗
は
売
り
上
げ
を
確
保
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
が
、
日
常
品
を
扱
う
店
舗

は
少
な
く
週
末
と
も
な
る
と
人
通
り

が
特
に
少
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

　
た
だ
、
夜
と
も
な
る
と
飲
食
店
舗

も
複
数
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
活
況
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
個
店
の
魅
力

向
上
に
取
り
組
み
、
店
舗
間
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
お
客
様
の

シ
ェ
ア
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
店

街
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
よ
う
発

信
し
て
い
き
た
い
。

　
旧
大
和
小
松
店
跡
地
の
建
設
や
新

幹
線
開
業
な
ど
駅
前
に
も
新
た
な
魅

力
が
創
出
さ
れ
る
中
、
今
年
度
中
に

も
飲
食
店
が
開
業
見
込
み
で
空
き
店

舗
は
確
実
に
減
少
傾
向
と
明
る
い
兆

し
も
見
ら
れ
る
が
、
飲
食
店
・
小
売

店
・
住
宅
が
混
在
す
る
商
店
街
を
街

並
み
街
づ
く
り
に
絡
め
ア
ー
ケ
ー
ド

の
問
題
に
も
取
り
組
み
、
お
客
様
に

必
要
と
さ
れ
る
商
店
街
を
目
指
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人
気
店
を
一
軒
で
も
多
く
造
り
、

人
の
流
れ
を
作
り
出
す

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　
最
近
の
事
で
は
な
い
が
、
金
融
機

関
の
撤
退
に
伴
い
集
客
の
低
下
の
み

な
ら
ず
、
車
の
通
り
も
減
少
ぎ
み
で

あ
る
。

　
又
、
前
述
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

も
、
今
の
と
こ
ろ
情
報
は
な
い
。
駅

の
前
と
い
う
点
か
ら
も
速
や
か
に
利

用
さ
れ
ず
、
駅
か
ら
下
車
し
た
景
観

も
な
ん
と
な
く
寂
し
い
。
ハ
ー
ド
面

の
整
備
と
し
て
は
カ
ラ
ー
舗
装
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
利
用
し
た
街
灯
も
整
備
さ
れ
た

が
、購
買
力
に
繋
が
る
か
ど
う
か
は
、

各
々
店
舗
の
魅
力
次
第
で
あ
り
、
又

そ
れ
が
待
た
れ
る
。

　
総
じ
て
、
現
時
点
で
は
、
横
ば
い

か
ら
若
干
右
肩
下
が
り
と
し
か
言
え

な
い
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
北

陸
新
幹
線
の
金
沢
〜
福
井
間
前
倒
し

整
備
に
伴
い
、
金
沢
の
賑
わ
い
を
如

何
に
小
松
そ
し
て
、
粟
津
へ
と
呼
び

込
む
か
、
小
松
中
心
部
と
も
連
携
を

図
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て

粟
津
駅
前
〜
温
泉
に
向
け
て
も
同
様

で
あ
る
。

　
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
本
年

末
か
ら
来
年
に
向
け
航
空
便
の
減

便
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
施
行
実
施
に
伴

い
企
業
、
個
人
を
問
わ
ず
、
ど
の
程

度
の
負
担
が
発
生
す
る
の
か
は
見
守

り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
決
し

て
楽
観
は
で
き
な
い
。

　
商
交
会
と
し
て
も
分
母
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賛
助
会
員
と
も
連
携
を

図
り
、
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
個

店
独
自
の
何
か
を
見
出
し
、
人
気
店

を
一
軒
で
も
多
く
造
り
、
人
の
流
れ

を
作
り
出
す
、
そ
の
一
点
に
尽
き
る

で
あ
ろ
う
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

採
算
性
は

非
常
に
厳
し
い
状
況

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
小
松
織
物
業
関
連
の
景
気
動
向
は

消
費
税
ア
ッ
プ
の
反
動
か
ら
主
力
の

イ
ン
テ
リ
ア
カ
ー
テ
ン
の
受
注
が
低

迷
し
て
お
り
、
ま
た
輸
出
に
お
い
て

も
中
東
情
勢
の
不
安
、
中
国
と
の
関

係
悪
化
が
長
引
く
こ
と
に
よ
り
深
刻

な
悪
影
響
が
続
い
て
お
り
、
減
産
、

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

商
品
も
あ
る
。
ま
た
為
替
の
変
動
か

ら
原
材
料
等
の
高
止
ま
り
に
よ
り
採

算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
若

者
人
口
減
少
な
ど
国
内
繊
維
産
業
を

と
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

繊
維
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

大
幅
に
値
上
が
り
し
た
原
材
料
の
繊

維
製
品
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁
は
非

常
に
困
難
で
小
ロ
ッ
ト
、
デ
ザ
イ
ン

で
特
化
し
た
分
野
で
さ
え
も
売
価
、

加
工
費
の
値
上
げ
は
難
し
い
。
さ
ら

に
は
当
産
地
の
け
ん
引
役
を
果
た
し

て
き
た
イ
ン
テ
リ
ア
カ
ー
テ
ン
分
野

の
需
要
が
低
迷
し
て
お
り
厳
し
い
状

態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
見
通
し
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

後
継
者
問
題
等
に
よ
る
企
業

の
将
来
性
が
大
き
な
課
題

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
の
業
種
に
よ
り
依
然
格
差
は

あ
り
、
衣
料
繊
維
全
般
の
内
需
は
相

変
わ
ら
ず
厳
し
い
。

　
輸
出
、
主
用
途
の
シ
ー
ズ
ン
化
及

び
他
用
途
へ
の
量
産
化
に
よ
る
在
庫

減
少
に
よ
り
、
生
産
量
は
一
部
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
受
注
の
減
少

に
よ
り
、
全
般
的
に
生
産
量
は
減
少

し
て
い
て
、
売
上
の
減
少
、
収
益
の

悪
化
に
よ
り
、
業
界
全
体
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
衣

料
繊
維
全
般
の
内
需
不
振
が
続
き
、

か
つ
円
安
効
果
に
よ
る
輸
出
は
堅
調

に
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
企
業
格
差
が
更
に
広
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
原
価
低
減
が
厳
し

く
な
り
、
新
商
品
開
発
及
び
新
用
途

開
拓
に
主
軸
を
置
く
こ
と
を
検
討
す

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
継
者
問
題

等
に
よ
る
企
業
の
将
来
性
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不
透
明
な
が
ら
も

若
干
の
改
善
を
予
想

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
他
の
業
種
に
関
し
て
は
設
備
投
資

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
繊
維

業
界
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

　
受
注
が
堅
調
な
縫
製
業
や
織
布
業

が
改
善
を
示
し
て
い
る
。内
容
は
婦

人
衣
料
や
イ
ン
ナ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
用

品
の
受
注
が
順
調
で
、次
四
半
期（
7

〜
9
月
）も
婦
人
衣
料
や
イ
ン
ナ
ー

に
つ
い
て
順
次
受
注
を
確
保
し
て
い

る
。

　
繊
維
・
雑
品
業
に
つ
い
て
は
、こ
の

四
半
期（
4
〜
6
月
）は
円
安
に
よ
る

原
材
料
の
高
騰
に
よ
り
、先
行
き
の

不
透
明
な
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

原
材
料
と
な
る
糸
を
海
外
か
ら
輸
入

し
て
い
る
業
者
も
多
く
、売
上
原
価

の
増
加
に
よ
る
粗
利
益
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
織

布
業
は
安
定
し
た
受
注
に
よ
り
改
善

を
示
し
、
繊
維
・
雑
品
業
は
不
透
明

な
が
ら
も
若
干
の
改
善
を
予
想
し
て

い
る
。

　
問
題
点
は
、売
上
の
停
滞
・
減
少
、

原
材
料
高
、
輸
入
製
品
と
の
競
争
激

化
で
あ
り
、
重
点
施
策
と
し
て
、
提

携
先
を
見
つ
け
る
・
経
費
を
削
減
す

る
・
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

業
界
の
景
況
は
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
な
っ
て
き
た

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
前
年
同
期

に
比
べ
大
幅
に
仕
事
量
が
減
少
し
た

企
業
が
多
く
な
っ
た
。
建
設
機
械
等

の
部
品
製
造
企
業
で
は
、
排
ガ
ス
規

制
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
や
レ

ン
タ
ル
需
要
が
一
巡
し
て
低
調
で
あ

る
。

　
海
外
向
け
の
部
品
製
造
企
業
で

は
、
中
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
の

需
要
が
依
然
低
迷
し
て
お
り
、
さ
ら

に
業
界
の
生
産
体
制
の
再
編
等
に
よ

り
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
建
材
関
係
の
製
造
企

業
で
は
首
都
圏
を
中
心
に
需
要
の
増

加
が
あ
り
、
業
界
の
景
況
は
バ
ラ
ツ

キ
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
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依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

人
材
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
各
業
界

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

人
材
面
で
課
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を
抱
え
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い
る
各
業
界

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

人
材
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
各
業
界

小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小

規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に

受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題

解
決
に
あ
た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、

商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。



　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
鉄

工
業
界
で
は
海
外
進
出
し
て
い
る
企

業
が
多
く
い
る
が
、
中
国
な
ど
海
外

に
お
け
る
需
要
に
停
滞
感
が
出
て
き

た
。
又
、
中
国
経
済
の
先
行
き
が
不

透
明
で
そ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
国
内
で
は
震
災
復
興
工
事

や
、
東
京
五
輪
に
向
け
た
開
発
、
都

市
部
の
需
要
に
期
待
し
て
い
る
が
、

建
設
機
械
等
の
部
品
製
造
企
業
に
お

い
て
は
、
当
分
低
調
な
状
況
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　我
が
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

一
体
的
な
推
進
に
よ
り
、
緩
や
か
に

回
復
基
調
に
あ
る
中
で
、
海
外
経
済

は
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
し
た
新

興
国
で
の
、
経
済
減
速
が
依
然
と
し

て
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
り
、
特
に

中
国
市
場
の
停
滞
で
厳
し
い
状
況
か

ら
抜
け
出
し
き
れ
な
い
現
状
が
続
い

て
お
り
、
協
力
企
業
な
ど
に
か
な
り

の
影
響
が
出
て
い
る
。

　国
内
に
あ
っ
て
は
、
復
興
需
要
等

に
よ
っ
て一部
企
業
で
は
、
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
に
よ
っ
て
は
生
産
工
場

の
集
約
な
ど
効
率
化
に
向
け
た
体
制

の
強
化
に
努
め
て
い
る
が
、
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　海
外
経
済
は
先
進
国
を
中
心
と
し

て
、好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
地
域
に
は
停
滞
感
が
漂

い
、
そ
の
動
き
は
ま
だ
ま
だ
脆
弱
で

あ
る
。
特
に
中
国
経
済
に
あ
っ
て
は

内
外
需
の
停
滞
で
減
速
し
安
定
成
長

に
移
行
す
る
道
筋
を
模
索
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　今
後
は
、
海
外
向
け
で
は
中
近
東

が
大
型
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
関
連
で
伸

び
、
北
米
も
手
堅
い
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
欧
州
に
つ

い
て
は
、
当
面
様
子
見
の
状
況
で
あ

り
、
な
ん
と
言
っ
て
も
新
興
国
の
回

復
が
カ
ギ
を
握
り
そ
う
で
あ
る
。

　国
内
に
あ
っ
て
は
、
全
く
先
行
き

が
見
通
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
、
原
材

料
の
高
騰
な
ど
で
経
済
を
下
振
れ
さ

せ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
国
内
外
の
経
済
の
推
移
を

慎
重
に
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

受
注
件
数
及
び
請
負
額
に

お
い
て
も
減
少
傾
向

10
社
団
法
人
小
松
能
美
建
設
業
協
会

　昨
年
度
は
大
型
補
正
と
15
ヶ
月
予

算
に
続
き
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
再
度
に
わ
た
る
引
き
上
げ
な
ど

が
あ
り
、
建
設
業
界
に
も
よ
う
や
く

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
が
、
今

年
度
に
入
り
、
景
気
刺
激
を
背
景
に

し
た
公
共
工
事
費
の
拡
大
が
望
め
な

い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
､
平

成
27
年
度
に
お
い
て
の
公
共
事
業
費

の
拡
大
が
望
め
な
い
た
め
不
安
の
残

る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
､
受
注

件
数
及
び
請
負
額
に
お
い
て
も
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

業
界
全
体
で
職
人
不
足
の
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　全
般
的
に
は
低
迷
が
続
い
て
い
る

が
、
金
沢
だ
け
は
北
陸
新
幹
線
開
業

の
影
響
で
小
売
が
好
調
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
デ
フ
レ
基
調
の
中
で
は

あ
る
が
、
景
気
も
底
を
う
ち
良
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
以
上
悪
く
は
な
ら
な
い
と
い
う

気
は
す
る
。
し
か
し
、
全
体
の
パ
イ

が
大
き
く
な
る
よ
う
な
事
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
5
〜
10
年
先
を
考
え

る
と
ロ
ク
ロ
や
鋳
込
の
職
人
が
い
な

く
な
り
、
注
文
が
あ
っ
て
も
生
産
が

で
き
な
い
と
い
う
事
も
十
分
あ
り
う

る
と
思
わ
れ
る
。
絵
付
け
の
職
人
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
が
言
え
る
こ
と

か
ら
、
業
界
全
体
で
対
策
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
元
客
の
交
流
を
通
し

地
域
密
着
型
を
目
指
す

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　3
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
で
金
沢

中
央
市
場
内
の
小
売
り
店
舗
で
は
、

2
ケ
タ
台
伸
び
の
店
舗
も
多
数
あ
る

よ
う
だ
が
、
南
加
賀
市
場
内
で
は
、

新
幹
線
開
業
に
よ
る
売
上
伸
び
は
な

い
。　し

か
し
、
今
年
の
初
夏
の
暑
さ
の

影
響
で
野
菜
、
国
内
果
実
、
さ
ら
に

円
安
傾
向
も
あ
っ
て
輸
入
果
実
な
ど

全
体
的
に
単
価
が
大
変
高
騰
し
た
結

果
、
売
上
は
昨
年
並
み
に
維
持
し
て

い
る
。

　今
後
は
大
型
店
出
店
な
ど
ま
す
ま

す
厳
し
い
競
争
の
中
に
あ
っ
て
、
地

元
客
の
交
流
を
通
し
地
域
密
着
型
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安
定
し
た
利
益
が

確
保
し
て
い
け
る
状
態

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　荷
動
き
が
悪
く
、
見
通
し
が
不
透

明
で
あ
る
が
、
収
益
面
で
は
軽
油
価

格
に
多
少
の
上
下
は
あ
る
も
の
の
急

上
昇
し
な
い
限
り
、
ほ
ぼ
安
定
し
た

利
益
が
確
保
し
て
い
け
る
状
態
で
あ

る
。　今

後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
9
月
に
大
型
連
休
が
あ
る
た
め

9
月
売
上
も
減
少
す
る
と
思
わ
れ

る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

作
業
員
不
足
の
解
消
を

図
る
こ
と
が
不
可
欠

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　民
間
企
業
の
設
備
投
資
が
特
に
顕

著
で
あ
り
、
工
事
受
注
量
は
順
調
で

あ
る
。
同
時
に
売
上
も
増
加
し
て
い

る
と
見
る
が
、
電
工
作
業
員
の
人
手

不
足
に
よ
り
思
惑
ど
お
り
の
工
事
受

注
は
困
難
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。　今

後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
今
秋
頃
に
は
、
民
間
設
備
投
資

は
収
ま
る
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
官

公
庁
の
建
設
工
事（
電
気
設
備
工
事
）

に
つ
い
て
も
、
増
加
す
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
。
改
め
て
、
慢
性
的
な

電
気
工
事
作
業
員
不
足
の
解
消
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

高
齢
化
対
策
の
た
め
若
手
の
育
成
や

施
工
体
制
の
見
直
し
な
ど
に
も
精
力

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

若
年
技
術
者
の
雇
用
と
育
成

に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
む

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　全
体
的
に
工
事
の
受
注
が
不
足

し
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
景
気
は

悪
い
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
若
年
技
術
者
不
足
、
技
術
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
人
材
面

で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
業

界
全
体
で
、
若
年
技
術
者
の
雇
用
と

育
成
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
型
店
の
出
店
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、な
お
厳
し
い
状
況
下

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　消
費
税
増
税
後
、
1
年
超
経
過
し

た
が
、
当
組
合
員
の
中
で
は
仕
入
単

価
の
高
騰
や
商
品
価
格
へ
の
転
嫁
も

で
き
ず
、
ま
た
特
に
輸
入
原
材
料
の

高
騰
も
相
ま
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況

下
に
お
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
昨
年
度
よ
り
、
開
始
し
た
南

加
賀
公
設
市
場
で
の
月
1
回
の
土
曜

市
に
も
当
組
合
員
も
参
加
し
、
継
続

し
て
行
っ
て
お
り
市
民
に
定
着
し
、

市
場
の
活
性
化
に
協
力
を
し
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
若
年
層
の
魚
離
れ

は
一
向
に
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各

店
舗
の
売
上
増
加
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　今
後
の
見
通
し
は
、
新
た
に
大
型

店
の
出
店
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
な
お
厳
し
い
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
幹
線
開
業
後
の

集
客
対
策
の
効
果
に
期
待

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　5
月
の
植
樹
祭
に
お
い
て
､
多
く

の
宿
泊
客
が
あ
り
、
月
間
25
%
増
の

成
績
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
月
は
新

幹
線
開
業
は
あ
っ
た
も
の
の
、
微
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
に
お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
開
業

後
の
集
客
対
策
を
多
数
実
行
さ
れ
て

お
り
、
効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

　各
旅
館
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足

状
態
で
今
後
の
課
題
と
な
り
そ
う
で

あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

技
術
を
生
か
し
た

新
し
い
分
野
の
開
発

18
小
松
建
具
組
合

　住
宅
産
業
は
上
向
き
の
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
建
具
業
界
は
先
が
見
通
せ

ず
、
仕
事
量
も
減
り
そ
れ
に
伴
い
事

業
所
数
も
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

　今
後
は
、
技
術
を
生
か
し
た
新
し

い
分
野
の
開
発
と
若
手
へ
の
技
術
の

伝
承
が
課
題
と
思
わ
れ
る
。
特
殊
な

技
術
な
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
努
力

し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

円
安
で
輸
入
資
材
が
高
騰

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　一
言
で
言
え
ば
貧
乏
暇
な
し
で
あ

る
。　仕

入
れ
の
材
料
は
ほ
と
ん
ど
輸
入

品
に
頼
っ
て
い
る
業
界
な
の
で
、
現

在
の
円
安
は
も
ろ
に
響
い
て
い
る
。

材
料
の
高
騰
は
賃
金
を
圧
縮
し
て
い

る
状
態
だ
が
、
仕
事
は
な
い
わ
け
で

も
な
い
。
売
上
が
上
が
っ
て
も
利
益

は
下
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

生
活
維
持
の
た
め
、
大
企
業
等
が
休

み
の
日
も
働
い
て
い
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
先
が
読
め
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
客
が
相
手
の

仕
事
な
の
で
、
相
手
の
懐
次
第
で
あ

る
。　ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
実
態
と
乖

離
し
た
株
高
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

経
済
を
不
透
明
に
し
て
い
る
。
最
近

に
な
っ
て
中
国
経
済
の
衰
退
が
政
界

経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
も
現
実
の
も

の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　長
い
経
済
の
低
迷
が
後
継
者
育
成

の
機
会
を
奪
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
建

築
業
界
は
職
人
不
足
と
技
量
の
低
下

に
よ
り
、
難
し
い
時
を
迎
え
る
と
思

わ
れ
る
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
建
設
に
よ

る
建
築
資
材
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

る
。
地
方
の
建
築
業
界
に
与
え
る
影

響
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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 委員名 団　　体　　名 役職名
 森　　省学 三日市商店街振興組合 理 事 長
 高野　哲郎 八日市商店街振興組合 理 事 長
 水落　宣行 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 本田　英樹 粟津駅前商交会 会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 広川　茂義 小松撚糸工業協同組合 事務局長
 若本　正博 小松絹耀織マーク協同組合 理 事 長
 上杉　邦夫 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 藤田　　勝 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 浅井　竹史 小松能美建設業協会 専務理事
 宮吉　勝茂 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 寺田　英夫 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 代表理事
 吉田　博文 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 河崎　重康 小松建具組合 組 合 長
 西脇　光夫 小松能美建築組合連合会 会　　長

《本年度の振興委員》

順不同



　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
鉄

工
業
界
で
は
海
外
進
出
し
て
い
る
企

業
が
多
く
い
る
が
、
中
国
な
ど
海
外

に
お
け
る
需
要
に
停
滞
感
が
出
て
き

た
。
又
、
中
国
経
済
の
先
行
き
が
不

透
明
で
そ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
国
内
で
は
震
災
復
興
工
事

や
、
東
京
五
輪
に
向
け
た
開
発
、
都

市
部
の
需
要
に
期
待
し
て
い
る
が
、

建
設
機
械
等
の
部
品
製
造
企
業
に
お

い
て
は
、
当
分
低
調
な
状
況
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　我
が
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

一
体
的
な
推
進
に
よ
り
、
緩
や
か
に

回
復
基
調
に
あ
る
中
で
、
海
外
経
済

は
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
し
た
新

興
国
で
の
、
経
済
減
速
が
依
然
と
し

て
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
り
、
特
に

中
国
市
場
の
停
滞
で
厳
し
い
状
況
か

ら
抜
け
出
し
き
れ
な
い
現
状
が
続
い

て
お
り
、
協
力
企
業
な
ど
に
か
な
り

の
影
響
が
出
て
い
る
。

　国
内
に
あ
っ
て
は
、
復
興
需
要
等

に
よ
っ
て一部
企
業
で
は
、
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
に
よ
っ
て
は
生
産
工
場

の
集
約
な
ど
効
率
化
に
向
け
た
体
制

の
強
化
に
努
め
て
い
る
が
、
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　海
外
経
済
は
先
進
国
を
中
心
と
し

て
、好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
地
域
に
は
停
滞
感
が
漂

い
、
そ
の
動
き
は
ま
だ
ま
だ
脆
弱
で

あ
る
。
特
に
中
国
経
済
に
あ
っ
て
は

内
外
需
の
停
滞
で
減
速
し
安
定
成
長

に
移
行
す
る
道
筋
を
模
索
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　今
後
は
、
海
外
向
け
で
は
中
近
東

が
大
型
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
関
連
で
伸

び
、
北
米
も
手
堅
い
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
欧
州
に
つ

い
て
は
、
当
面
様
子
見
の
状
況
で
あ

り
、
な
ん
と
言
っ
て
も
新
興
国
の
回

復
が
カ
ギ
を
握
り
そ
う
で
あ
る
。

　国
内
に
あ
っ
て
は
、
全
く
先
行
き

が
見
通
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
、
原
材

料
の
高
騰
な
ど
で
経
済
を
下
振
れ
さ

せ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
国
内
外
の
経
済
の
推
移
を

慎
重
に
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

受
注
件
数
及
び
請
負
額
に

お
い
て
も
減
少
傾
向

10
社
団
法
人
小
松
能
美
建
設
業
協
会

　昨
年
度
は
大
型
補
正
と
15
ヶ
月
予

算
に
続
き
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
再
度
に
わ
た
る
引
き
上
げ
な
ど

が
あ
り
、
建
設
業
界
に
も
よ
う
や
く

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
が
、
今

年
度
に
入
り
、
景
気
刺
激
を
背
景
に

し
た
公
共
工
事
費
の
拡
大
が
望
め
な

い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
､
平

成
27
年
度
に
お
い
て
の
公
共
事
業
費

の
拡
大
が
望
め
な
い
た
め
不
安
の
残

る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
､
受
注

件
数
及
び
請
負
額
に
お
い
て
も
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

業
界
全
体
で
職
人
不
足
の
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　全
般
的
に
は
低
迷
が
続
い
て
い
る

が
、
金
沢
だ
け
は
北
陸
新
幹
線
開
業

の
影
響
で
小
売
が
好
調
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
デ
フ
レ
基
調
の
中
で
は

あ
る
が
、
景
気
も
底
を
う
ち
良
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
以
上
悪
く
は
な
ら
な
い
と
い
う

気
は
す
る
。
し
か
し
、
全
体
の
パ
イ

が
大
き
く
な
る
よ
う
な
事
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
5
〜
10
年
先
を
考
え

る
と
ロ
ク
ロ
や
鋳
込
の
職
人
が
い
な

く
な
り
、
注
文
が
あ
っ
て
も
生
産
が

で
き
な
い
と
い
う
事
も
十
分
あ
り
う

る
と
思
わ
れ
る
。
絵
付
け
の
職
人
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
が
言
え
る
こ
と

か
ら
、
業
界
全
体
で
対
策
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
元
客
の
交
流
を
通
し

地
域
密
着
型
を
目
指
す

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　3
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
で
金
沢

中
央
市
場
内
の
小
売
り
店
舗
で
は
、

2
ケ
タ
台
伸
び
の
店
舗
も
多
数
あ
る

よ
う
だ
が
、
南
加
賀
市
場
内
で
は
、

新
幹
線
開
業
に
よ
る
売
上
伸
び
は
な

い
。　し

か
し
、
今
年
の
初
夏
の
暑
さ
の

影
響
で
野
菜
、
国
内
果
実
、
さ
ら
に

円
安
傾
向
も
あ
っ
て
輸
入
果
実
な
ど

全
体
的
に
単
価
が
大
変
高
騰
し
た
結

果
、
売
上
は
昨
年
並
み
に
維
持
し
て

い
る
。

　今
後
は
大
型
店
出
店
な
ど
ま
す
ま

す
厳
し
い
競
争
の
中
に
あ
っ
て
、
地

元
客
の
交
流
を
通
し
地
域
密
着
型
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安
定
し
た
利
益
が

確
保
し
て
い
け
る
状
態

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　荷
動
き
が
悪
く
、
見
通
し
が
不
透

明
で
あ
る
が
、
収
益
面
で
は
軽
油
価

格
に
多
少
の
上
下
は
あ
る
も
の
の
急

上
昇
し
な
い
限
り
、
ほ
ぼ
安
定
し
た

利
益
が
確
保
し
て
い
け
る
状
態
で
あ

る
。　今

後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
9
月
に
大
型
連
休
が
あ
る
た
め

9
月
売
上
も
減
少
す
る
と
思
わ
れ

る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

作
業
員
不
足
の
解
消
を

図
る
こ
と
が
不
可
欠

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　民
間
企
業
の
設
備
投
資
が
特
に
顕

著
で
あ
り
、
工
事
受
注
量
は
順
調
で

あ
る
。
同
時
に
売
上
も
増
加
し
て
い

る
と
見
る
が
、
電
工
作
業
員
の
人
手

不
足
に
よ
り
思
惑
ど
お
り
の
工
事
受

注
は
困
難
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。　今

後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
今
秋
頃
に
は
、
民
間
設
備
投
資

は
収
ま
る
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
官

公
庁
の
建
設
工
事（
電
気
設
備
工
事
）

に
つ
い
て
も
、
増
加
す
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
。
改
め
て
、
慢
性
的
な

電
気
工
事
作
業
員
不
足
の
解
消
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

高
齢
化
対
策
の
た
め
若
手
の
育
成
や

施
工
体
制
の
見
直
し
な
ど
に
も
精
力

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

若
年
技
術
者
の
雇
用
と
育
成

に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
む

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　全
体
的
に
工
事
の
受
注
が
不
足

し
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
景
気
は

悪
い
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
若
年
技
術
者
不
足
、
技
術
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
人
材
面

で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
業

界
全
体
で
、
若
年
技
術
者
の
雇
用
と

育
成
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
型
店
の
出
店
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、な
お
厳
し
い
状
況
下

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　消
費
税
増
税
後
、
1
年
超
経
過
し

た
が
、
当
組
合
員
の
中
で
は
仕
入
単

価
の
高
騰
や
商
品
価
格
へ
の
転
嫁
も

で
き
ず
、
ま
た
特
に
輸
入
原
材
料
の

高
騰
も
相
ま
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況

下
に
お
か
れ
て
い
る
。

　ま
た
昨
年
度
よ
り
、
開
始
し
た
南

加
賀
公
設
市
場
で
の
月
1
回
の
土
曜

市
に
も
当
組
合
員
も
参
加
し
、
継
続

し
て
行
っ
て
お
り
市
民
に
定
着
し
、

市
場
の
活
性
化
に
協
力
を
し
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
若
年
層
の
魚
離
れ

は
一
向
に
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各

店
舗
の
売
上
増
加
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　今
後
の
見
通
し
は
、
新
た
に
大
型

店
の
出
店
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
な
お
厳
し
い
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
幹
線
開
業
後
の

集
客
対
策
の
効
果
に
期
待

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　5
月
の
植
樹
祭
に
お
い
て
､
多
く

の
宿
泊
客
が
あ
り
、
月
間
25
%
増
の

成
績
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
月
は
新

幹
線
開
業
は
あ
っ
た
も
の
の
、
微
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
に
お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
開
業

後
の
集
客
対
策
を
多
数
実
行
さ
れ
て

お
り
、
効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

　各
旅
館
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足

状
態
で
今
後
の
課
題
と
な
り
そ
う
で

あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

技
術
を
生
か
し
た

新
し
い
分
野
の
開
発

18
小
松
建
具
組
合

　住
宅
産
業
は
上
向
き
の
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
建
具
業
界
は
先
が
見
通
せ

ず
、
仕
事
量
も
減
り
そ
れ
に
伴
い
事

業
所
数
も
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

　今
後
は
、
技
術
を
生
か
し
た
新
し

い
分
野
の
開
発
と
若
手
へ
の
技
術
の

伝
承
が
課
題
と
思
わ
れ
る
。
特
殊
な

技
術
な
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
努
力

し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

円
安
で
輸
入
資
材
が
高
騰

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　一
言
で
言
え
ば
貧
乏
暇
な
し
で
あ

る
。　仕

入
れ
の
材
料
は
ほ
と
ん
ど
輸
入

品
に
頼
っ
て
い
る
業
界
な
の
で
、
現

在
の
円
安
は
も
ろ
に
響
い
て
い
る
。

材
料
の
高
騰
は
賃
金
を
圧
縮
し
て
い

る
状
態
だ
が
、
仕
事
は
な
い
わ
け
で

も
な
い
。
売
上
が
上
が
っ
て
も
利
益

は
下
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

生
活
維
持
の
た
め
、
大
企
業
等
が
休

み
の
日
も
働
い
て
い
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
先
が
読
め
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
客
が
相
手
の

仕
事
な
の
で
、
相
手
の
懐
次
第
で
あ

る
。　ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
実
態
と
乖

離
し
た
株
高
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

経
済
を
不
透
明
に
し
て
い
る
。
最
近

に
な
っ
て
中
国
経
済
の
衰
退
が
政
界

経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
も
現
実
の
も

の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　長
い
経
済
の
低
迷
が
後
継
者
育
成

の
機
会
を
奪
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
建

築
業
界
は
職
人
不
足
と
技
量
の
低
下

に
よ
り
、
難
し
い
時
を
迎
え
る
と
思

わ
れ
る
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
建
設
に
よ

る
建
築
資
材
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

る
。
地
方
の
建
築
業
界
に
与
え
る
影

響
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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 委員名 団　　体　　名 役職名
 森　　省学 三日市商店街振興組合 理 事 長
 高野　哲郎 八日市商店街振興組合 理 事 長
 水落　宣行 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 本田　英樹 粟津駅前商交会 会　　長
 北島　英一 小松織物工業協同組合 事務局長
 広川　茂義 小松撚糸工業協同組合 事務局長
 若本　正博 小松絹耀織マーク協同組合 理 事 長
 上杉　邦夫 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 藤田　　勝 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 浅井　竹史 小松能美建設業協会 専務理事
 宮吉　勝茂 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 寺田　英夫 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 代表理事
 吉田　博文 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 河崎　重康 小松建具組合 組 合 長
 西脇　光夫 小松能美建築組合連合会 会　　長

《本年度の振興委員》

順不同



PICKUPピック
　アップ月

今
の

吉
田
●
白
山
市
の
観
光
の
メ
イ
ン
は
白
山
周
辺

で
す
が
、世
界
遺
産
の
岐
阜
県
白
川
郷
へ
つ
な

が
る
「
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
」が
、

春
か
ら
従
来
の
半
額
の
片
道
１
６
０
０
円
に
値

下
げ
さ
れ
、誘
客
の
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、福
井
県
や
富
山
県
に
も
連
携
の
輪

を
広
げ
て
、人
を
呼
び
よ
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

島
●
小
松
で
は
今
年
５
月
、天
皇
皇
后
両
陛
下

に
ご
臨
席
頂
き
、全
国
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。女
性
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
式
典
に
参
加

し
、小
松
商
工
会
議
所
の
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ

ス
ト
」に
も
協
力
し
ま
し
た
。お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
て
、地
道
に
こ
つ
こ
つ
や
る
活
動
を
こ
な

せ
る
の
が
、女
性
会
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
後
に
は
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
全

国
育
樹
祭
が
開
か
れ
る
の
で
、今
後
も
活
動
を

続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
空
の
玄
関
口
の一つ
で
あ
る
小
松
空
港
は
、航

空
券
や
駐
車
場
の
料
金
が
値
下
げ
さ
れ
、国
内

各
路
線
間
の
乗
り
継
ぎ
便
に
つ
い
て
も
従
来
以

上
に
利
便
性
が
増
し
た
の
で
、ぜ
ひ
活
用
し
て

頂
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、嬉
し
い
事
に
世
界
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
」で
、那

谷
寺
が
評
価
さ
れ
星
を
獲
得
し
ま
し
た
。全
国

大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
も
那
谷
寺
と
福

井
県
の
永
平
寺
な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
早
々
に

定
員
に
達
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。今
後
も
加
賀

市
や
福
井
県
な
ど
と
連
携
す
る
広
域
観
光
の

視
点
で
、誘
客
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
谷
●
加
賀
市
は
、山
中
、山
代
、片
山
津
の
ほ

か
、隣
接
し
て
粟
津
、福
井
県
の
芦
原
と
、車
で

30
分
足
ら
ず
の
距
離
に
個
性
あ
る
５
つ
の
温
泉

が
あ
り
ま
す
。昔
か
ら
「
五
里
五
湯
」と
呼
ん

で
、そ
れ
ぞ
れ
広
域
で
の
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。ま
た
、加
賀
の
橋
立
港
や
小
松
の
安
宅

港
、福
井
の
三
国
港
で
と
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類

や
農
産
物
な
ど
、地
域
の
魅
力
を
連
携
し
て
情

報
発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
九
谷
焼
や
山
中
漆
器
、越
前
漆
器
な

ど
の
伝
統
工
芸
で
、全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

本
物
に
出
合
え
る
地
域
で
す
。

　
最
近
で
は
地
元
の
歴
史
や
文
化
、自
然
、食

な
ど
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、「
加
賀
ふ
る

さ
と
検
定
」や
「
お
も
て
な
し
講
座
」も
実
施
し

て
い
ま
す
。こ
の
活
動
が
目
指
す
の
は
、住
民
に

地
元
の
魅
力
を
熟
知
し
て
頂
く
事
に
加
え
、地

域
の
人
々
を
通
し
て
、観
光
客
に
も
、ぬ
く
も
り

を
感
じ
て
頂
け
る
町
に
な
る
事
で
す
。

木
下
●
七
尾
で
は
、全
国
大
会
に
あ
わ
せ
て
、七

尾
出
身
の
絵
師
・長
谷
川
等
伯
の
水
墨
画
を
中

心
と
し
た
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、同
時
期
に
Ｊ

Ｒ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
観

光
列
車
「
花
嫁
の
れ
ん
」も
10
月
３
日
よ
り
運

行
が
始
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、既
に
運
行
し
て
い
る
観
光
列
車「
の

と
里
山
里
海
号
」で
は
、お
酒
も
飲
め
て
ゆ
っ
く

り
で
き
る
プ
ラ
ン
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

観
光
の
起
爆
剤
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

宮
川
実
行
委
員
長
●
新
幹
線
開
業
で
、さ
ま
ざ

ま
な
業
界
が
恩
恵
を
受
け
、女
性
も
働
き
や
す

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
事
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、石
川
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
お
客
様
に
伝
わ
る
の
か
に

腐
心
し
ま
し
た
。懇
親
会
は
地
元
の
食
材
を
ベ

ス
ト
の
状
態
で
堪
能
頂
け
る
よ
う
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
全
国
大
会
は
商
工
会
議
所
に

と
ど
ま
ら
ず
、石
川
県
全
体
に
関
わ
る
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
り
ま
す
。参
加
者
が
県
内
ど
こ
へ
訪

れ
て
も
、温
か
く
迎
え
ら
れ
る
体
制
を
作
る
事

も
大
切
で
す
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
、石
川
県
全
域

で
お
も
て
な
し
し
て
頂
き
、全
国
大
会
を
大
成

功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　10月22日～24日に開催される第47回全国商工会議所女性会連合会石川全国大会は、石川県内７商工会議
所の一大事業であり、本県を全国に発信する絶好の機会です。開催が迫るなか、地域の女性経営者が集う女
性会活動が地域の活性化や連携など、担う役割について、各女性会にお話し頂きました。

司会＝炭哲男 全商女性連石川全国大会実行委員会事務局長

大
き
な
経
済
効
果
を

地
域
に
も
た
ら
す
イ
ベ
ン
ト

―

木
下
大
会
長
に
石
川
全
国
大
会
開
催
に
至
っ

た
経
緯
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

木
下
大
会
長
●
女
性
会
の
全
国
大
会
で
は
全

国
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、物
産
展
な

ど
を
含
め
、地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
る
事
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
県
連
女
性
会
で
全
国
大
会
の
誘
致

活
動
を
進
め
、北
陸
新
幹
線
開
業
の
追
い
風
も

あ
り
、５
年
前
に
念
願
の
石
川
全
国
大
会
の
開

催
が
、正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。皆
様
に
喜
ん
で

頂
け
る
大
会
を
実
現
し
、石
川
の
魅
力
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

そ
れ
で
は
、全
国
大
会
開
催
に
向
け
た
期
待

等
に
つ
い
て
、各
々
の
地
域
や
広
域
的
な
視
点

か
ら
、ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
蔵
●
３
月
の
新
幹
線
開
業
後
、映
画
「
さ
い

は
て
に
て
」の
効
果
も
あ
り
、七
尾
や
輪
島
経
由

で
、珠
洲
ま
で
足
を
延
ば
す
人
が
増
え
ま
し
た
。

能
登
は
、夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、日
本
遺
産
に
も

指
定
さ
れ
た
勇
壮
な
「
キ
リ
コ
祭
り
」が
盛
ん

な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
に
、食
の
イ
ベ
ン
ト
「
珠
洲
食
祭

ま
る
か
じ
り
」を
開
催
し
、女
性
会
も
大
鍋
で
温

か
い
ダ
ン
ゴ
汁
や
カ
ニ
鍋
を
振
る
舞
い
、盛
り

上
げ
に一役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
大
会
で
は
、女
性
会
な
ら
で
は

の
お
も
て
な
し
で
、珠
洲
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

堂
上
●
輪
島
で
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ま
れ
」と
新
幹
線
開
業
効
果
で
、朝
市
の
来
客

数
は
５
月
時
点
で
40
％
増
、宿
泊
数
も
30
％
増

と
な
り
活
気
が
出
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、２
万
１
千
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
千
枚
田

を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」が
、全

国
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
開
催
時
期
を
早

め
、10
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
海
へ
向
か
っ
て
広
が
る
、輪
島
の
千
枚
田
な
ら

で
は
の
景
観
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
、さ
ら
に

来
客
数
が
増
え
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

石
川
ら
し
さ
の

ア
ピ
ー
ル
に
腐
心

ようこそ加賀・能登・金沢へ

つなごう心　石川で
第47回全国商工会議所女性会連合会石川全国大会

ようこそ加賀・能登・金沢へ

つなごう心　石川で
第47回全国商工会議所女性会連合会石川全国大会

珠洲商工会議所女性会会長白山商工会議所女性会会長小松商工会議所女性会会長加賀商工会議所女性会会長
金沢商工会議所女性会会長
石川全国大会 実行委員長輪島商工会議所女性会副会長

広
域
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

木下八重子氏宮川昌江氏平蔵涼子氏堂上頼子氏吉田三和子氏島　節子氏丸谷朱美氏

七尾商工会議所女性会会長
石川全国大会 大会長

昨年の神戸総会でのＰＲ活動
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今
の

吉
田
●
白
山
市
の
観
光
の
メ
イ
ン
は
白
山
周
辺

で
す
が
、世
界
遺
産
の
岐
阜
県
白
川
郷
へ
つ
な

が
る
「
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
」が
、

春
か
ら
従
来
の
半
額
の
片
道
１
６
０
０
円
に
値

下
げ
さ
れ
、誘
客
の
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、福
井
県
や
富
山
県
に
も
連
携
の
輪

を
広
げ
て
、人
を
呼
び
よ
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

島
●
小
松
で
は
今
年
５
月
、天
皇
皇
后
両
陛
下

に
ご
臨
席
頂
き
、全
国
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。女
性
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
式
典
に
参
加

し
、小
松
商
工
会
議
所
の
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ

ス
ト
」に
も
協
力
し
ま
し
た
。お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
て
、地
道
に
こ
つ
こ
つ
や
る
活
動
を
こ
な

せ
る
の
が
、女
性
会
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
後
に
は
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
全

国
育
樹
祭
が
開
か
れ
る
の
で
、今
後
も
活
動
を

続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
空
の
玄
関
口
の一つ
で
あ
る
小
松
空
港
は
、航

空
券
や
駐
車
場
の
料
金
が
値
下
げ
さ
れ
、国
内

各
路
線
間
の
乗
り
継
ぎ
便
に
つ
い
て
も
従
来
以

上
に
利
便
性
が
増
し
た
の
で
、ぜ
ひ
活
用
し
て

頂
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、嬉
し
い
事
に
世
界
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
」で
、那

谷
寺
が
評
価
さ
れ
星
を
獲
得
し
ま
し
た
。全
国

大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
も
那
谷
寺
と
福

井
県
の
永
平
寺
な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
早
々
に

定
員
に
達
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。今
後
も
加
賀

市
や
福
井
県
な
ど
と
連
携
す
る
広
域
観
光
の

視
点
で
、誘
客
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
谷
●
加
賀
市
は
、山
中
、山
代
、片
山
津
の
ほ

か
、隣
接
し
て
粟
津
、福
井
県
の
芦
原
と
、車
で

30
分
足
ら
ず
の
距
離
に
個
性
あ
る
５
つ
の
温
泉

が
あ
り
ま
す
。昔
か
ら
「
五
里
五
湯
」と
呼
ん

で
、そ
れ
ぞ
れ
広
域
で
の
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。ま
た
、加
賀
の
橋
立
港
や
小
松
の
安
宅

港
、福
井
の
三
国
港
で
と
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類

や
農
産
物
な
ど
、地
域
の
魅
力
を
連
携
し
て
情

報
発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
九
谷
焼
や
山
中
漆
器
、越
前
漆
器
な

ど
の
伝
統
工
芸
で
、全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

本
物
に
出
合
え
る
地
域
で
す
。

　
最
近
で
は
地
元
の
歴
史
や
文
化
、自
然
、食

な
ど
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、「
加
賀
ふ
る

さ
と
検
定
」や
「
お
も
て
な
し
講
座
」も
実
施
し

て
い
ま
す
。こ
の
活
動
が
目
指
す
の
は
、住
民
に

地
元
の
魅
力
を
熟
知
し
て
頂
く
事
に
加
え
、地

域
の
人
々
を
通
し
て
、観
光
客
に
も
、ぬ
く
も
り

を
感
じ
て
頂
け
る
町
に
な
る
事
で
す
。

木
下
●
七
尾
で
は
、全
国
大
会
に
あ
わ
せ
て
、七

尾
出
身
の
絵
師
・長
谷
川
等
伯
の
水
墨
画
を
中

心
と
し
た
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、同
時
期
に
Ｊ

Ｒ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
観

光
列
車
「
花
嫁
の
れ
ん
」も
10
月
３
日
よ
り
運

行
が
始
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、既
に
運
行
し
て
い
る
観
光
列
車「
の

と
里
山
里
海
号
」で
は
、お
酒
も
飲
め
て
ゆ
っ
く

り
で
き
る
プ
ラ
ン
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

観
光
の
起
爆
剤
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

宮
川
実
行
委
員
長
●
新
幹
線
開
業
で
、さ
ま
ざ

ま
な
業
界
が
恩
恵
を
受
け
、女
性
も
働
き
や
す

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
事
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、石
川
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
お
客
様
に
伝
わ
る
の
か
に

腐
心
し
ま
し
た
。懇
親
会
は
地
元
の
食
材
を
ベ

ス
ト
の
状
態
で
堪
能
頂
け
る
よ
う
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
全
国
大
会
は
商
工
会
議
所
に

と
ど
ま
ら
ず
、石
川
県
全
体
に
関
わ
る
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
り
ま
す
。参
加
者
が
県
内
ど
こ
へ
訪

れ
て
も
、温
か
く
迎
え
ら
れ
る
体
制
を
作
る
事

も
大
切
で
す
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
、石
川
県
全
域

で
お
も
て
な
し
し
て
頂
き
、全
国
大
会
を
大
成

功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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所の一大事業であり、本県を全国に発信する絶好の機会です。開催が迫るなか、地域の女性経営者が集う女
性会活動が地域の活性化や連携など、担う役割について、各女性会にお話し頂きました。
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大
き
な
経
済
効
果
を

地
域
に
も
た
ら
す
イ
ベ
ン
ト

―

木
下
大
会
長
に
石
川
全
国
大
会
開
催
に
至
っ

た
経
緯
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

木
下
大
会
長
●
女
性
会
の
全
国
大
会
で
は
全

国
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、物
産
展
な

ど
を
含
め
、地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
る
事
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
県
連
女
性
会
で
全
国
大
会
の
誘
致

活
動
を
進
め
、北
陸
新
幹
線
開
業
の
追
い
風
も

あ
り
、５
年
前
に
念
願
の
石
川
全
国
大
会
の
開

催
が
、正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。皆
様
に
喜
ん
で

頂
け
る
大
会
を
実
現
し
、石
川
の
魅
力
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

そ
れ
で
は
、全
国
大
会
開
催
に
向
け
た
期
待

等
に
つ
い
て
、各
々
の
地
域
や
広
域
的
な
視
点

か
ら
、ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
蔵
●
３
月
の
新
幹
線
開
業
後
、映
画
「
さ
い

は
て
に
て
」の
効
果
も
あ
り
、七
尾
や
輪
島
経
由

で
、珠
洲
ま
で
足
を
延
ば
す
人
が
増
え
ま
し
た
。

能
登
は
、夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、日
本
遺
産
に
も

指
定
さ
れ
た
勇
壮
な
「
キ
リ
コ
祭
り
」が
盛
ん

な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
に
、食
の
イ
ベ
ン
ト
「
珠
洲
食
祭

ま
る
か
じ
り
」を
開
催
し
、女
性
会
も
大
鍋
で
温

か
い
ダ
ン
ゴ
汁
や
カ
ニ
鍋
を
振
る
舞
い
、盛
り

上
げ
に一役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
大
会
で
は
、女
性
会
な
ら
で
は

の
お
も
て
な
し
で
、珠
洲
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

堂
上
●
輪
島
で
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ま
れ
」と
新
幹
線
開
業
効
果
で
、朝
市
の
来
客

数
は
５
月
時
点
で
40
％
増
、宿
泊
数
も
30
％
増

と
な
り
活
気
が
出
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、２
万
１
千
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
千
枚
田

を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」が
、全

国
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
開
催
時
期
を
早

め
、10
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
海
へ
向
か
っ
て
広
が
る
、輪
島
の
千
枚
田
な
ら

で
は
の
景
観
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
、さ
ら
に

来
客
数
が
増
え
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

石
川
ら
し
さ
の

ア
ピ
ー
ル
に
腐
心

ようこそ加賀・能登・金沢へ

つなごう心　石川で
第47回全国商工会議所女性会連合会石川全国大会
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8
27
　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、講
師
に
南
一
栄
税
理
士
事
務

所
の
南
一
栄
氏
を
招
き
、「
経
営
者
の
た
め
の
会
計
力
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
、企
業
か
ら
32
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、今
さ
ら
聞
け
な
い
決
算
の
読
み
方
を
学
び
、正
し
い
経

営
判
断
を
行
っ
て
、現
場
に
活
か
せ
る
儲
か
る
仕
組
み
と
資
金
計
画
の
役

立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　
現
状
を
正
し
く
つ
か
む
為
に
は
、毎
月
の
業
績
を
翌
月
早
々
に
把
握
し

て
、発
生
主
義
の
処
理
に
よ
り
経
費
の
流
れ
を
み
る
。こ
れ
を
基
に
具
体
的

な
経
営
計
画
書
を
作
成
、そ
れ
に
伴
っ
て
行
動
す
る
。

　
そ
の
上
で
、適
切
な
売
掛
金
管
理
や
在
庫
管
理
に
よ
っ
て
売
上
債
権
や

棚
卸
資
産
を
減
ら
し
、運
転
資
金
の
調
達
高
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

資
金
繰
り
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
ま
た
、損
益
分
岐
点
の
計
算
式
で
分
岐
点
を
把
握
し
、そ
れ
に
よ
り
必

要
売
上
高
を
知
る
こ
と
で
、借
入
金
返
済
額
を
考
慮
し
た
目
標
利
益
額
か

ら
目
標
の
売
上
高
が
わ
か
る
。

　
現
預
金
が
不
足
す
る
と
事
業
が
続
か
な
い
の
で
、利
益
を
上
げ
て
現
預

金
を
増
や
す
こ
と
が
最
も
重
要
と
話
さ
れ
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
、「
今
さ
ら
聞
け
な
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

も
ら
え
た
」と
の
声
が
あ
っ
た
。

自
社
の
数
字
を
読
み
、会
社
を
強
く
し
よ
う
！

カブッキープレミアム商品券
実行委員会

　
小
松
市
内
の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る「
カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」の
第
２
弾
と
し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
９
月

に
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
小
松
市
の
担
当
者
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
実
行
委
員
会
の
和
田
会
長（
小
松
商
工
会
議
所・会
頭
）よ
り
挨
拶
の
後
、小

松
市
商
工
労
働
課・吉
田
課
長
よ
り
先
般
の
６
月
に
発
行
さ
れ
た「
カ
ブ
ッ
キ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」の
販
売
実
績
と
換
金
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、今
回

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
説
明
に
入
っ
た
。

　
今
回
の
発
行
枚
数
は
１
６
，７
０
０
枚
で
販
売
額
１
０
，０
０
０
円（
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
、１
２
，０
０
０
円
分
）で
あ
る
。

　
参
加
店
募
集
は
９
月
中
で
あ
り
、説
明
会
は
14
回
予
定
し
て
い
る
。読
取
端

末
は
無
料
設
置
と
す
る
他
、商
品
券
の
有
効
期
間
は
今
年
12
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

小規模企業振興委員連絡会

中小企業相談所

　
去
る
９
月
２
日
、本
所
で
は
小
松
税
務
署
の
上
田
好
一
署
長

を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、上
田
税
務
署
長
が
平
成
28
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
平
成
27
年
10
月
以
降
市
町
村
か
ら
郵
送
さ
れ
る
通
知
カ
ー
ド
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
こ
と
で
本
人
確
認
等
の
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る
。税
務
関
係
の

申
告
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
欄
が
追
加
さ
れ
る
の
で
、支
払
者
、

支
払
い
を
受
け
る
者
の
個
人
番
号
や
法
人
番
号
等
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
る
為
、事
業
者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
防

止
そ
の
他
適
切
な
管
理
の
た
め
に
、安
全
管
理
措
置
に
組
織
と
し
て
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、法
人
に
は
平
成
27
年
10
月
か
ら
法
人
番
号
等
を
記
載
し
た
通

知
書
が
届
く
。法
人
番
号
は
名
称・所
在
地
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
表
さ
れ
、デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
と
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、各
業
界
の
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
８
）と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
策
に
つ
い
て

8
26簿記３級講座

小松税務署 上田好一署長 

中小企業相談所
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
青
年
部
（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら

ら
に
て
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
第
３
回
役
員
会
と
臨
時
総
会
を
主

管
と
し
て
開
催
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
石
川
県
連
会
長
の
松
本
賢一

氏（
松
本
電
機
㈱
代
表
取
締
役
）が
挨
拶
し
、
10
月
に
開
催
さ

れ
る
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
輪
島
大
会
と
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
に
、
共
に
商
工
会
議

所
活
動
の
推
進
を
図
る
団
体
と
し
て
全
力
で
協
力
す
る
、
と

述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
し
た
役
員
と
共
に
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

平
成
28
年
度
石
川
県
連
会
長
に
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
中
村
肇
伸

氏（
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
中
勝
代
表
）が
推
薦
さ
れ
、
全
会一致
で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
候
補
者

に
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
、
田
嶋
孝
行
氏（
㈲
丸
幸
専
務
取
締
役
）

が
推
薦
さ
れ
、
同
じ
く
全
会一致
で
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する松本賢一氏

平
成
28
年
度
石
川
県
連
会
長
に
つ
い
て
審
議

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏
を
迎

え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う一度
基
礎
を
勉
強
し
た

い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
９
月
２
日
か

ら
11
月
11
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿
記
講
座（
日
商
３

級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分
け
と
い
っ
た
簿
記
の
基

礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
を
学
び
、
日
商

簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事

務
に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む

力
、
基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で

あ
る
コ
ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間

と
い
う
長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い

る
。 日

商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

8
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本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、講
師
に
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
経
営
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
信
生
氏

を
招
き「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
中
堅・中
小
企
業
が
講
ず
る
べ

き
実
務
対
策
」と
題
し
て
開
催
、企
業
や
行
政
等
か
ら
約
70
名
が
参
加

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
使
用
さ
れ
る
分
野
は
社
会
保
障・税・災
害
対
策
の
３

つ
の
み
で
、行
政
機
関
等
に
書
面
を
提
出
す
る
場
合
以
外
で
は
利
用
で
き

な
い
。

　
本
年
10
月
に
住
民
票
の
住
所
に
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
る
。希
望
者

は
手
続
き
を
し
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
機
関
等
に
提
出
す
る
書
面
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、全
て
の
企
業
は
従
業
員
と
扶
養
家
族
の
他
、株
主・出
資
者
、取

引
先（
不
動
産
の
貸
主・外
部
の
専
門
家
等
）等
の
個
人
番
号・法
人
番
号
を

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、情
報
管
理
に
関
す
る
対
応
が
最
も
重
要
で
あ
り
事
務
の
流

れ
を
整
理
し
、特
定
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
等
を
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
受
講
者
か
ら
は
支
店
が
あ
る
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。

講師の鈴木信生氏

講師の南 一栄氏

11
11

9
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まちづくり委員会 9
4

9
2

　
本
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
橘  

隆
則
）18
名
は
、
去
る
９
月
４
日（
金
）、
富

山
県
の「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
」並
び
に「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
な
み
」を

視
察
し
た
。

　
７
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
は
、
北
陸
エ
リ
ア
初
の
本

格
的
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
し
て
全
１
７
３
店
舗
が
出
店
。
観
光
案
内
所
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
お
奨
め
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
７
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
な
み
は
、
専
門
性
の

高
い
売
り
場
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案「
イ
オ

ン
ス
タ
イ
ル
」を
取
り
入
れ
た
フ
ロ
ア
展
開
や
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
考
慮
し
た
誘
導
サ
イ
ン
や
優
先
ト
イ
レ
・
キ
ッ
ズ
ト
イ
レ
の
設

置
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
富
山
県
に
お
い
て
は
、
旧
富
山
大
和
跡
地
に
お
け
る
複
合
ビ
ル「
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
」に
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
や
市
立
図
書
館
本
館
な
ど

が
移
転
し
賑
わ
い
創
出
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
取
り
巻
く
大
型
商
業
施
設
の
現
状
を
確
認
す
る
有
意
義
な
視
察

と
な
っ
た
。

富
山
県
に
お
け
る
大
型
商
業
施
設
の
現
状
を
視
察

創　業　塾

9
3

　
本
所
で
は
創
業
塾
を
開
講
し
、市
内
外
の
起
業
を
目
指
す

方
、企
業
の
事
業
承
継
を
予
定
さ
れ
る
方
な
ど
12
名
が
受
講

し
、創
業
に
関
す
る
基
本
知
識
や
心
構
え
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
同
会
社
の
谷

口
則
彦
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、創
業
時
に
必
要

な
諸
手
続
き
を
は
じ
め
、会
計・税
務
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
及
び
開
業
時
の
資
金
計
画
と
資
金
調
達
、事

業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
各
分
野
の
専
門
家

や
日
本
政
策
金
融
公
庫
、小
松
市
、本
所
職
員
が
説
明
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
経
営
者
が
自

身
の
経
験
談
を
紹
介
。修
了
生
が
組
織
す
る
創
業
塾
同
窓
会
主

催
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、意
見
交
換
を
通
し
て
交
流
し
た
。

創
業
に
向
け
て
実
践
的
に
学
ぶ

講師の糸崎佳一氏

コーディネーターの谷口則彦氏 三井アウトレットモール北陸小矢部を視察

10
3

9
5～
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会議所の動き

青　年　部

会議所の動き

小松商工会議所［2015.10］

8
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本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、講
師
に
南
一
栄
税
理
士
事
務

所
の
南
一
栄
氏
を
招
き
、「
経
営
者
の
た
め
の
会
計
力
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
、企
業
か
ら
32
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、今
さ
ら
聞
け
な
い
決
算
の
読
み
方
を
学
び
、正
し
い
経

営
判
断
を
行
っ
て
、現
場
に
活
か
せ
る
儲
か
る
仕
組
み
と
資
金
計
画
の
役

立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　
現
状
を
正
し
く
つ
か
む
為
に
は
、毎
月
の
業
績
を
翌
月
早
々
に
把
握
し

て
、発
生
主
義
の
処
理
に
よ
り
経
費
の
流
れ
を
み
る
。こ
れ
を
基
に
具
体
的

な
経
営
計
画
書
を
作
成
、そ
れ
に
伴
っ
て
行
動
す
る
。

　
そ
の
上
で
、適
切
な
売
掛
金
管
理
や
在
庫
管
理
に
よ
っ
て
売
上
債
権
や

棚
卸
資
産
を
減
ら
し
、運
転
資
金
の
調
達
高
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

資
金
繰
り
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
ま
た
、損
益
分
岐
点
の
計
算
式
で
分
岐
点
を
把
握
し
、そ
れ
に
よ
り
必

要
売
上
高
を
知
る
こ
と
で
、借
入
金
返
済
額
を
考
慮
し
た
目
標
利
益
額
か

ら
目
標
の
売
上
高
が
わ
か
る
。

　
現
預
金
が
不
足
す
る
と
事
業
が
続
か
な
い
の
で
、利
益
を
上
げ
て
現
預

金
を
増
や
す
こ
と
が
最
も
重
要
と
話
さ
れ
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
、「
今
さ
ら
聞
け
な
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

も
ら
え
た
」と
の
声
が
あ
っ
た
。

自
社
の
数
字
を
読
み
、会
社
を
強
く
し
よ
う
！

カブッキープレミアム商品券
実行委員会

　
小
松
市
内
の
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る「
カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」の
第
２
弾
と
し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
９
月

に
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
小
松
市
の
担
当
者
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
実
行
委
員
会
の
和
田
会
長（
小
松
商
工
会
議
所・会
頭
）よ
り
挨
拶
の
後
、小

松
市
商
工
労
働
課・吉
田
課
長
よ
り
先
般
の
６
月
に
発
行
さ
れ
た「
カ
ブ
ッ
キ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」の
販
売
実
績
と
換
金
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、今
回

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
説
明
に
入
っ
た
。

　
今
回
の
発
行
枚
数
は
１
６
，７
０
０
枚
で
販
売
額
１
０
，０
０
０
円（
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
、１
２
，０
０
０
円
分
）で
あ
る
。

　
参
加
店
募
集
は
９
月
中
で
あ
り
、説
明
会
は
14
回
予
定
し
て
い
る
。読
取
端

末
は
無
料
設
置
と
す
る
他
、商
品
券
の
有
効
期
間
は
今
年
12
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

小規模企業振興委員連絡会

中小企業相談所

　
去
る
９
月
２
日
、本
所
で
は
小
松
税
務
署
の
上
田
好
一
署
長

を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、上
田
税
務
署
長
が
平
成
28
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
平
成
27
年
10
月
以
降
市
町
村
か
ら
郵
送
さ
れ
る
通
知
カ
ー
ド
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
こ
と
で
本
人
確
認
等
の
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る
。税
務
関
係
の

申
告
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
欄
が
追
加
さ
れ
る
の
で
、支
払
者
、

支
払
い
を
受
け
る
者
の
個
人
番
号
や
法
人
番
号
等
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
る
為
、事
業
者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
防

止
そ
の
他
適
切
な
管
理
の
た
め
に
、安
全
管
理
措
置
に
組
織
と
し
て
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、法
人
に
は
平
成
27
年
10
月
か
ら
法
人
番
号
等
を
記
載
し
た
通

知
書
が
届
く
。法
人
番
号
は
名
称・所
在
地
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
表
さ
れ
、デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
と
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、各
業
界
の
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
８
）と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
策
に
つ
い
て

8
26簿記３級講座

小松税務署 上田好一署長 

中小企業相談所
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
青
年
部
（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら

ら
に
て
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
第
３
回
役
員
会
と
臨
時
総
会
を
主

管
と
し
て
開
催
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
石
川
県
連
会
長
の
松
本
賢一

氏（
松
本
電
機
㈱
代
表
取
締
役
）が
挨
拶
し
、
10
月
に
開
催
さ

れ
る
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
輪
島
大
会
と
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
に
、
共
に
商
工
会
議

所
活
動
の
推
進
を
図
る
団
体
と
し
て
全
力
で
協
力
す
る
、
と

述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
し
た
役
員
と
共
に
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

平
成
28
年
度
石
川
県
連
会
長
に
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
中
村
肇
伸

氏（
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
中
勝
代
表
）が
推
薦
さ
れ
、
全
会一致
で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
候
補
者

に
加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
、
田
嶋
孝
行
氏（
㈲
丸
幸
専
務
取
締
役
）

が
推
薦
さ
れ
、
同
じ
く
全
会一致
で
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する松本賢一氏

平
成
28
年
度
石
川
県
連
会
長
に
つ
い
て
審
議

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏
を
迎

え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う一度
基
礎
を
勉
強
し
た

い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
９
月
２
日
か

ら
11
月
11
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿
記
講
座（
日
商
３

級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分
け
と
い
っ
た
簿
記
の
基

礎
か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
を
学
び
、
日
商

簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事

務
に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む

力
、
基
礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で

あ
る
コ
ス
ト
感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間

と
い
う
長
期
間
の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い

る
。 日

商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

8
28
　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、講
師
に
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
経
営
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
信
生
氏

を
招
き「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
中
堅・中
小
企
業
が
講
ず
る
べ

き
実
務
対
策
」と
題
し
て
開
催
、企
業
や
行
政
等
か
ら
約
70
名
が
参
加

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
使
用
さ
れ
る
分
野
は
社
会
保
障・税・災
害
対
策
の
３

つ
の
み
で
、行
政
機
関
等
に
書
面
を
提
出
す
る
場
合
以
外
で
は
利
用
で
き

な
い
。

　
本
年
10
月
に
住
民
票
の
住
所
に
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
る
。希
望
者

は
手
続
き
を
し
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
機
関
等
に
提
出
す
る
書
面
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、全
て
の
企
業
は
従
業
員
と
扶
養
家
族
の
他
、株
主・出
資
者
、取

引
先（
不
動
産
の
貸
主・外
部
の
専
門
家
等
）等
の
個
人
番
号・法
人
番
号
を

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、情
報
管
理
に
関
す
る
対
応
が
最
も
重
要
で
あ
り
事
務
の
流

れ
を
整
理
し
、特
定
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
等
を
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
受
講
者
か
ら
は
支
店
が
あ
る
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。

講師の鈴木信生氏

講師の南 一栄氏

11
11

9
2～

まちづくり委員会 9
4

9
2

　
本
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
橘  

隆
則
）18
名
は
、
去
る
９
月
４
日（
金
）、
富

山
県
の「
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
」並
び
に「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
な
み
」を

視
察
し
た
。

　
７
月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小
矢
部
は
、
北
陸
エ
リ
ア
初
の
本

格
的
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
し
て
全
１
７
３
店
舗
が
出
店
。
観
光
案
内
所
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
お
奨
め
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
７
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
な
み
は
、
専
門
性
の

高
い
売
り
場
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案「
イ
オ

ン
ス
タ
イ
ル
」を
取
り
入
れ
た
フ
ロ
ア
展
開
や
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
考
慮
し
た
誘
導
サ
イ
ン
や
優
先
ト
イ
レ
・
キ
ッ
ズ
ト
イ
レ
の
設

置
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
富
山
県
に
お
い
て
は
、
旧
富
山
大
和
跡
地
に
お
け
る
複
合
ビ
ル「
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
」に
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
や
市
立
図
書
館
本
館
な
ど

が
移
転
し
賑
わ
い
創
出
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
取
り
巻
く
大
型
商
業
施
設
の
現
状
を
確
認
す
る
有
意
義
な
視
察

と
な
っ
た
。

富
山
県
に
お
け
る
大
型
商
業
施
設
の
現
状
を
視
察

創　業　塾

9
3

　
本
所
で
は
創
業
塾
を
開
講
し
、市
内
外
の
起
業
を
目
指
す

方
、企
業
の
事
業
承
継
を
予
定
さ
れ
る
方
な
ど
12
名
が
受
講

し
、創
業
に
関
す
る
基
本
知
識
や
心
構
え
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
同
会
社
の
谷

口
則
彦
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、創
業
時
に
必
要

な
諸
手
続
き
を
は
じ
め
、会
計・税
務
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
及
び
開
業
時
の
資
金
計
画
と
資
金
調
達
、事

業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
各
分
野
の
専
門
家

や
日
本
政
策
金
融
公
庫
、小
松
市
、本
所
職
員
が
説
明
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
経
営
者
が
自

身
の
経
験
談
を
紹
介
。修
了
生
が
組
織
す
る
創
業
塾
同
窓
会
主

催
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、意
見
交
換
を
通
し
て
交
流
し
た
。

創
業
に
向
け
て
実
践
的
に
学
ぶ

講師の糸崎佳一氏

コーディネーターの谷口則彦氏 三井アウトレットモール北陸小矢部を視察

10
3

9
5～
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会議所の動き

小松商工会議所［2015.10］

9
15
　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
西  

正
次
）で
は
、委
員
会

を
開
催
し
、小
松
市
経
済
観
光
文
化
部
産
業
振
興
担
当
部
長
の

瀬
賀
和
也
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、国
の
地
方
創

生
戦
略
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
瀬
賀
担
当
部
長
は
、我
が
国
の
人
口
動
向
と
東
京
一
極
集
中
の
状

況
を
も
と
に
、地
方
創
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
、人
口
減
少
の
歯
止
め
、東

京
一
極
集
中
の
是
正
、成
長
力
の
確
保
の
３
点
で
あ
る
こ
と
や
、ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
の
進
め
方
や
組
織
体
制
、総
合
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、個
別
施
策
と
し
て
現
在
進
行
中
の
消
費
喚
起
策
、地
方
版

総
合
戦
略
策
定
に
加
え
、地
域
中
核
企
業
支
援
や
、日
本
版
高
齢
者

共
同
体（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）構
想
、地
方
に
お
け
る
企
業
の
拠
点
強
化
促
進

措
置
な
ど
、平
成
28
年
度
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る
予
定
の
国
の
方
向

性
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
他
、他
の
市
町
村
の
取
り
組
み
と
小
松
市
の
状
況
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
あ
り
、委
員
会
を
終
了
し
た
。

国
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

総務企画委員会

説明する瀬賀担当部長

9
16
　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、去
る
９
月
16
日
に
本
所
に
て

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
の
西
村
伸
郎

氏
を
招
き
、消
費
税
転
嫁
対
策
の
一
環
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る

べ
き
姿
や
部
下
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ぶ
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
、10
名
が
受
講
し
た
。

  

本
セ
ミ
ナ
ー
で
西
村
氏
は
、組
織
の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や
求

め
ら
れ
る
仕
事
を
掘
り
下
げ
て
説
明
、そ
の
後
、部
下
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
配
慮
し
た
対
応
策
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た
。

　
西
村
氏
は
部
下
の
コ
ー
チ
ン
グ
に
は「
聴
く
」「
質
問
す
る
」「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
」「
承
認
す
る
」「
勇
気
づ
け
る
」「
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」「
要
求

す
る
」の
七
つ
の
ス
キ
ル
が
あ
る
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
の
ポ
イ

ン
ト
を
分
り
易
く
解
説
し
、受
講
者
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
交
え
な
が

ら
そ
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　
最
後
に
西
村
氏
は
、人
材
育
成
に
は
、部
下
の
み
で
な
く
コ
ー
チ
す

る
側
も
自
分
を
客
観
的
に
観
る
自
己
開
示
が
重
要
で
あ
る
と
し
セ

ミ
ナ
ー
を
ま
と
め
た
。

「
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」で
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上
策
を
学
ぶ

中小企業相談所

講師の西村伸郎氏

9
12
　
梯
川
協
議
会
で
は
、３
月
と
９
月
の
年
２
回｢

梯
川
ご
み
拾

い｣

を
実
施
、今
回
で
24
回
目
を
迎
え
、当
日
は
約
１
，０
０
０

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
、
前
川
排
水
機
場
か
ら
中
海
大
橋
ま
で
の
１
０
．

１
㎞
の
左
右
両
岸
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。
天
候
に
恵

ま
れ
、
８
カ
所
全
域
で
沿
川
の
小
中
学
校
や
町
内
会
、
企
業
・

団
体
等
か
ら
の
参
加
を
頂
き
、
朝
７
時
か
ら
実
施
し
た
。
回

を
重
ね
る
毎
に
ゴ
ミ
の
量
は
減
少
し
て
来
て
い
る
も
の
の
、
空

き
缶
・
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨
て
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
梯
川
協
議
会
で
は
美
し
い
小
松・美
し
い
梯
川
の
実
現
を
目

指
し
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上・改
善
へ
向
け
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。

　
次
回
は
３
月
20
日（
日
）に｢

こ
ま
つ
水
辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー｣

と
し
て
梯
川
ご
み
拾
い
を
開
催
予
定
。一人
で
も
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
24
回｢

梯
川
ご
み
拾
い｣

梯 川 協 議 会

小松商工会議所会館小松商工会議所会館

貸会議室のご案内

ホームページ
小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.co.jp

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会

ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

　
大
小
会
議
室
、
研
修
室
11
室
、

　
駐
車
場
１
０
０
台
、
冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

事
業
課

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

ゴミ拾いに汗を流す生徒ゴミの仕分けをする参加者たち
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9
15
　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
西  

正
次
）で
は
、委
員
会

を
開
催
し
、小
松
市
経
済
観
光
文
化
部
産
業
振
興
担
当
部
長
の

瀬
賀
和
也
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、国
の
地
方
創

生
戦
略
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
瀬
賀
担
当
部
長
は
、我
が
国
の
人
口
動
向
と
東
京
一
極
集
中
の
状

況
を
も
と
に
、地
方
創
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
、人
口
減
少
の
歯
止
め
、東

京
一
極
集
中
の
是
正
、成
長
力
の
確
保
の
３
点
で
あ
る
こ
と
や
、ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
の
進
め
方
や
組
織
体
制
、総
合
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、個
別
施
策
と
し
て
現
在
進
行
中
の
消
費
喚
起
策
、地
方
版

総
合
戦
略
策
定
に
加
え
、地
域
中
核
企
業
支
援
や
、日
本
版
高
齢
者

共
同
体（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）構
想
、地
方
に
お
け
る
企
業
の
拠
点
強
化
促
進

措
置
な
ど
、平
成
28
年
度
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る
予
定
の
国
の
方
向

性
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
他
、他
の
市
町
村
の
取
り
組
み
と
小
松
市
の
状
況
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
あ
り
、委
員
会
を
終
了
し
た
。

国
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

総務企画委員会

説明する瀬賀担当部長

9
16
　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、去
る
９
月
16
日
に
本
所
に
て

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
の
西
村
伸
郎

氏
を
招
き
、消
費
税
転
嫁
対
策
の
一
環
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る

べ
き
姿
や
部
下
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ぶ
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
、10
名
が
受
講
し
た
。

  

本
セ
ミ
ナ
ー
で
西
村
氏
は
、組
織
の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や
求

め
ら
れ
る
仕
事
を
掘
り
下
げ
て
説
明
、そ
の
後
、部
下
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
配
慮
し
た
対
応
策
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た
。

　
西
村
氏
は
部
下
の
コ
ー
チ
ン
グ
に
は「
聴
く
」「
質
問
す
る
」「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
」「
承
認
す
る
」「
勇
気
づ
け
る
」「
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」「
要
求

す
る
」の
七
つ
の
ス
キ
ル
が
あ
る
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
の
ポ
イ

ン
ト
を
分
り
易
く
解
説
し
、受
講
者
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
交
え
な
が

ら
そ
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　
最
後
に
西
村
氏
は
、人
材
育
成
に
は
、部
下
の
み
で
な
く
コ
ー
チ
す

る
側
も
自
分
を
客
観
的
に
観
る
自
己
開
示
が
重
要
で
あ
る
と
し
セ

ミ
ナ
ー
を
ま
と
め
た
。

「
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」で
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上
策
を
学
ぶ

中小企業相談所

講師の西村伸郎氏

9
12
　
梯
川
協
議
会
で
は
、３
月
と
９
月
の
年
２
回｢

梯
川
ご
み
拾

い｣

を
実
施
、今
回
で
24
回
目
を
迎
え
、当
日
は
約
１
，０
０
０

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
、
前
川
排
水
機
場
か
ら
中
海
大
橋
ま
で
の
１
０
．

１
㎞
の
左
右
両
岸
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。
天
候
に
恵

ま
れ
、
８
カ
所
全
域
で
沿
川
の
小
中
学
校
や
町
内
会
、
企
業
・

団
体
等
か
ら
の
参
加
を
頂
き
、
朝
７
時
か
ら
実
施
し
た
。
回

を
重
ね
る
毎
に
ゴ
ミ
の
量
は
減
少
し
て
来
て
い
る
も
の
の
、
空

き
缶
・
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨
て
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
梯
川
協
議
会
で
は
美
し
い
小
松・美
し
い
梯
川
の
実
現
を
目

指
し
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上・改
善
へ
向
け
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。

　
次
回
は
３
月
20
日（
日
）に｢

こ
ま
つ
水
辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー｣

と
し
て
梯
川
ご
み
拾
い
を
開
催
予
定
。一人
で
も
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
24
回｢

梯
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ご
み
拾
い｣

梯 川 協 議 会
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貸会議室のご案内
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本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会

ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

　
大
小
会
議
室
、
研
修
室
11
室
、

　
駐
車
場
１
０
０
台
、
冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

合
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せ
く
だ
さ
い
。

■
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小
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１
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ト
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「
茶
で
も
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」
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小松市から
のお知らせ

華
つ
う
し
ん

女
性
会
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　平
成
２５
年
９
月
に
同
地
で
開
業
し

た「
茶
和
庵
」。１５
年
の
ス
ー
パ
ー
勤

務
を
経
て
、念
願
の
飲
食
店
経
営
を

実
現
さ
せ
た
店
主
の
川
田
志
富
代

さ
ん（
写
真
中
央
）。現
在
は
、店
主
の

妹
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
３
人
で
お
店
を

切
り
盛
り
し
、だ
か
ら
こ
そ
、そ
こ
に

生
ま
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

が
お
店
の
イ
メ
ー
ジ
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　お
昼
は
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
楽
し

め
、夜
は
お
い
し
い
お
酒
と
お
料
理

で
楽
し
め
ま
す
。一品
料
理
や
焼
き
物
、

揚
げ
物
、サ
ラ
ダ
等
豊
富
に
あ
る
料

理
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、特
に「
お
ば

ん
ざ
い
料
理
」と「
ち
き
ん
南
蛮
」が

店
主一押
し
の

人
気
メ
ニ
ュ
ー

と
の
こ
と
。和

や
か
に
お
客

様
を
も
て
な

す
店
主
は「
女

性一人
で
も
気

軽
に
来
ら
れ

る
お
店
で
す
。

直
ぐ
に
常
連

さ
ん
に
な
れ

ま
す
よ
。」と

○所在地　小松市園町ロ４６－１
○TEL・ＦＡＸ　24-0780
○営業時間
　ランチ＝11:00～15:00
　夜　間＝17:30～23:00
○定休日　毎週火曜日、第３月曜日

18

360

305

　 園町  
─

　 園町北  
─

　 小寺町 
─

　 園町北  ─

↓加賀

↑金沢

アル・プラザ
小松●

GS●

★
茶和庵

　小松市
●消防本部　

N

　小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、各
種
研

修
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、研
鑽

に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
振

興
は
も
と
よ
り
、環
境
の
保
全
、福

祉
の
増
進
、青
少
年
の
健
全
な
育

成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　「会
議
所
会
頭
を
囲
む
会
」や
県

内
及
び
全
国
の
商
工
会
議
所
女
性

会
と
の
交
流
、発
足
よ
り
継
続
し

て
行
っ
て
き
た「
地
球
に
や
さ
し
い

ケ
ナ
フ
」の
啓
発
や「
環
境（
ゴ
ミ
）

問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」「
世
界
の

外
貨
募
金
」の
実
施
な
ど
、様
々
な

事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代

に
挑
み
、女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や

か
な
感
性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い

に
活
か
し
て
、積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　10
月
22
日
〜
24
日
に
は
第
47
回

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

石
川
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
に
て
石
川
の
魅
力
を
全
国
に

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　当
会
で
は
、一緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所

に
従
事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会

費
は
１
万
円
。

　詳
し
く
は
、☎
21・３
１
２
１
ま

で
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

明
る
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
始

め
た
コ
ー
ス
料
理(

宴
会・鍋・女

子
会
の
各
コ
ー
ス
等)

は
、リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
こ

と
か
ら
と
て
も
評
判
が
良
い
と

の
こ
と
。お
酒
の
お
つ
ま
み
で
は

「
さ
き
い
か
の
天
ぷ
ら
」が
珍
し
く

て
隠
れ
た
人
気
メ
ニュ
ー
だ
と
か
。

　店
主
に
今
後
の
抱
負
を
聞
い

て
み
る
と「
今
の
お
店
の
雰
囲
気

を
大
事
に
し
な
が
ら
、一
人
で
も

多
く
の
お
客
様
と
出
会
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　３
人
が
醸
し
出
す
温
か
く
て

和
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
お
店
に一
度
立
ち
寄
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

代 表　 川田　志富代

　選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
へ
と
引
き
下
げ

る
、
改
正
公
職
選
挙
法
が
６
月
17
日
の
参
議
院
本

会
議
で
可
決
さ
れ
、
来
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
現
在
、
投
票

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率

が
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
民
の

代
表
を
選
び
様
々
な
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

の
が
選
挙
で
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
選
挙
制
度

を
正
し
く
理
解
し
、
政
治
や
選
挙
に
十
分
関
心
を

持
ち
、
候
補
者
の
人
物
や
政
見
、
政
党
の
政
策
に

対
し
て
正
し
く
見
る
目
を
持
っ
て
投
票
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
民
主
政
治
を
実
現
す
る
上
で
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
。

　改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立
し
た
今
こ
そ
、
あ
ら

た
め
て
一
人
一
人
が
一
票
の
大
切
さ
を
考
え
、
明

る
い
未
来
の
た
め
に
選
挙
の
際
は
こ
ぞ
っ
て
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

明るい未来を目指して
～こぞって投票に行きましょう！～

─
新鍛冶町 

小松市明るい選挙推進協議会
小松市選挙管理委員会

〒923-8650 
石川県小松市小馬出町91番地

☎0761-24-8151
FAX0761-21-3791

問い合わせ先
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成
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に
同
地
で
開
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和
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」。１５
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の
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を
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て
、念
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を

実
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さ
せ
た
店
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の
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代
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在
は
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の
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の
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で
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な
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に
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す
。

　お
昼
は
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メ
ニ
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で
楽
し

め
、夜
は
お
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し
い
お
酒
と
お
料
理

で
楽
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め
ま
す
。一品
料
理
や
焼
き
物
、

揚
げ
物
、サ
ラ
ダ
等
豊
富
に
あ
る
料

理
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、特
に「
お
ば

ん
ざ
い
料
理
」と「
ち
き
ん
南
蛮
」が

店
主一押
し
の

人
気
メ
ニ
ュ
ー

と
の
こ
と
。和

や
か
に
お
客

様
を
も
て
な

す
店
主
は「
女

性一人
で
も
気

軽
に
来
ら
れ

る
お
店
で
す
。

直
ぐ
に
常
連

さ
ん
に
な
れ

ま
す
よ
。」と

○所在地　小松市園町ロ４６－１
○TEL・ＦＡＸ　24-0780
○営業時間
　ランチ＝11:00～15:00
　夜　間＝17:30～23:00
○定休日　毎週火曜日、第３月曜日
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　小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、各
種
研

修
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、研
鑽

に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
振

興
は
も
と
よ
り
、環
境
の
保
全
、福

祉
の
増
進
、青
少
年
の
健
全
な
育

成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　「会
議
所
会
頭
を
囲
む
会
」や
県

内
及
び
全
国
の
商
工
会
議
所
女
性

会
と
の
交
流
、発
足
よ
り
継
続
し

て
行
っ
て
き
た「
地
球
に
や
さ
し
い

ケ
ナ
フ
」の
啓
発
や「
環
境（
ゴ
ミ
）

問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」「
世
界
の

外
貨
募
金
」の
実
施
な
ど
、様
々
な

事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代

に
挑
み
、女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や

か
な
感
性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い

に
活
か
し
て
、積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　10
月
22
日
〜
24
日
に
は
第
47
回

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

石
川
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、石

川
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
す
。

　当
会
で
は
、一緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所

に
従
事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会

費
は
１
万
円
。

　詳
し
く
は
、☎
21・３
１
２
１
ま

で
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

明
る
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
始

め
た
コ
ー
ス
料
理(

宴
会・鍋・女

子
会
の
各
コ
ー
ス
等)

は
、リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
こ

と
か
ら
と
て
も
評
判
が
良
い
と

の
こ
と
。お
酒
の
お
つ
ま
み
で
は

「
さ
き
い
か
の
天
ぷ
ら
」が
珍
し
く

て
隠
れ
た
人
気
メ
ニュ
ー
だ
と
か
。

　店
主
に
今
後
の
抱
負
を
聞
い

て
み
る
と「
今
の
お
店
の
雰
囲
気

を
大
事
に
し
な
が
ら
、一
人
で
も

多
く
の
お
客
様
と
出
会
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　３
人
が
醸
し
出
す
温
か
く
て

和
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
お
店
に一
度
立
ち
寄
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

代 表　 川田　志富代

　選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
へ
と
引
き
下
げ

る
、
改
正
公
職
選
挙
法
が
６
月
17
日
の
参
議
院
本

会
議
で
可
決
さ
れ
、
来
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
現
在
、
投
票

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率

が
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
民
の

代
表
を
選
び
様
々
な
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

の
が
選
挙
で
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
選
挙
制
度

を
正
し
く
理
解
し
、
政
治
や
選
挙
に
十
分
関
心
を

持
ち
、
候
補
者
の
人
物
や
政
見
、
政
党
の
政
策
に

対
し
て
正
し
く
見
る
目
を
持
っ
て
投
票
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
民
主
政
治
を
実
現
す
る
上
で
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
。

　改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立
し
た
今
こ
そ
、
あ
ら

た
め
て
一
人
一
人
が
一
票
の
大
切
さ
を
考
え
、
明

る
い
未
来
の
た
め
に
選
挙
の
際
は
こ
ぞ
っ
て
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

明るい未来を目指して
～こぞって投票に行きましょう！～

─
新鍛冶町 

小松市明るい選挙推進協議会
小松市選挙管理委員会

〒923-8650 
石川県小松市小馬出町91番地

☎0761-24-8151
FAX0761-21-3791

問い合わせ先
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